




発
刊
に
あ
た
っ
て

四
面
海
に
囲
ま
れ
た
わ
が
国
は
、
古
来
海
に
資
源
を
求
め
、
海
を
利
用
し
、
船
舶
に
よ
る
物
資
の
輸
送
に
よ
っ
て
繁
栄
し
て
き
ま

し
た
。
海
運
・
造
船
を
始
め
と
す
る
海
洋
の
重
要
性
は
日
本
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
今
日
で
も
国

民
一
般
の
海
洋
に
対
す
る
認
識
は
、
残
念
な
が
ら
高
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

海
洋
国
家
日
本
の
歴
史
の
な
か
で
も
、
一
六
世
紀
以
降
近
代
ま
で
わ
が
国
独
自
の
造
船
技
術
で
発
展
し
普
及
し
て
き
た
弁
才
船
は
、

日
本
の
在
来
型
帆
船
を
代
表
す
る
荷
船
と
し
て
わ
が
国
の
経
済
・
文
化
を
支
え
て
き
た
も
の
で
す
が
、
実
船
は
一
隻
も
現
存
し
て
お

ら
ず
、
資
料
も
散
逸
し
、
近
年
ま
で
体
系
的
調
査
も
十
分
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
当
館
は
、
弁
才
船
の
調
査
・
研
究
に
当
り
、
特
に
船
型
的
特
長
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
、
木
割
書
、
図
面
、
船
絵
馬
等
と
共
に
、

全
国
の
社
寺
に
奉
納
さ
れ
て
い
た
雛
形
に
注
目
し
た
日
本
海
事
史
研
究
の
泰
斗
、 

石
井
謙
治
氏
の
調
査
・
研
究
を
引
き
継
が
れ
た
日

本
海
事
史
学
会
会
長 
安
達
裕
之
氏
に
調
査
・
研
究
を
委
託
し
、
平
成
一
五
年
か
ら
全
国
の
主
要
な
雛
形
の
寸
法
計
測
を
行
な
っ
て
一

隻
あ
た
り
千
を
越
え
る
デ
ー
タ
を
集
め
、
図
面
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
ま
ず
、
平
成
一
七
年
一
一
月
に
船
の
科
学
館

叢
書
第
五
巻
『
雛
形
か
ら
み
た
弁
才
船
　
上
』
と
し
て
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。
同
書
で
は
、
計
測
・
図
面
化
作
業
と
関
係
資
料
の
調

査
分
析
に
雛
形
の
調
査
・
研
究
に
よ
る
成
果
を
加
え
、
近
世
初
期
か
ら
一
八
世
紀
中
期
（
宝
暦
期
以
前
）
ま
で
の
弁
才
船
の
船
型
的

特
長
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
に
続
く
宝
暦
期
以
降
の
調
査
・
研
究
に
さ
ら
に
三
年
七
カ
月
を
費
や
し
、
調
査
開
始
か
ら
七
年
の
歳
月
を
経
て
、

こ
こ
に
船
の
科
学
館
叢
書
の
第
六
巻
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
書
の
刊
行
を
も
っ
て
『
雛
形
か
ら
み
た
弁
才
船
』
上
・
下
巻
が
完
結
し
、
弁
才
船
の
船
型
的
特
長
と
変
遷
の
集
大
成
が
出
来
た

こ
と
は
真
に
画
期
的
な
こ
と
で
、
日
本
の
海
事
史
研
究
を
前
進
さ
せ
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
書
を
刊
行
す
る
に
当
り
、
各
地
の
社
寺
、
教
育
委
員
会
、
博
物
館
、
資
料
館
の
関
係
者
を
は
じ
め
多

く
の
方
々
に
ご
協
力
・
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
三
年
八
月
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ご
協
力
い
た
だ
い
た
機
関
と
方
々
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

胎
内
市
教
育
委
員
会
／
大
江
八
幡
市
役
所
総
合
政
策
部
地
域
文
化
課
／
加
賀
市
教
育
委
員
会

長
岡
市
教
育
委
員
会
／
長
岡
市
役
所
寺
泊
支
所
地
域
振
興
課
教
育
支
援
係
／
舞
鶴
市
教
育
委

員
会
／
南
相
馬
市
教
育
委
員
会
／
牧
之
原
市
教
育
委
員
会

讃
岐
金
刀
比
羅
宮
／
佐
柳
島
八
幡
神
社
／
尻
海
若
宮
八
幡
宮
／
丹
後
溝
谷
神
社
／
広
峯
神
社

佐
賀
大
堂
神
社
／
西
神
崎
湊
十
二
社
／
蛯
沢
稲
荷
神
社
／
相
良
大
江
八
幡
宮
／
宮
津
上
司
住

吉
神
社
／
小
浜
若
狭
彦
神
社
／
久
美
浜
蛭
子
神
社
／
小
浜
金
比
羅
神
社
／
鳴
門
金
刀
比
羅
神

社
／
春
日
神
社
／
徳
島
住
吉
神
社
／
鳴
門
桑
島
八
幡
神
社
／
喜
多
浦
大
神
八
幡
神
社
／
玉
名

外
嶋
住
吉
神
社
／
胎
内
荒
川
神
社
／
円
満
寺
／
粟
崎
八
幡
神
社
／
瀬
越
白
山
神
社
／
寺
泊
白

山
媛
神
社
／
深
浦
円
覚
寺
／
小
濱
神
社
／
知
恩
院
文
殊
堂
／
庵
治
皇
子
神
社

岡
山
県
立
博
物
館
／
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
／
大
阪
歴
史
博
物
館
／
神
戸
大
学
海
事
博

物
館
／
佐
賀
県
立
博
物
館
・
美
術
館
／
相
良
町
史
料
館
／
宮
津
市
歴
史
資
料
館
／
西
神
崎
公

民
館
／
福
井
県
立
若
狭
歴
史
民
俗
資
料
館
／
東
京
国
立
博
物
館
／
鉄
道
博
物
館
／
北
前
船
主

の
館
右
近
家
／
北
前
船
の
里
資
料
館
／
国
立
国
会
図
書
館
／
東
京
大
学
工
学
部
／
横
浜
開
港

資
料
館
／
青
森
県
立
郷
土
館
／
南
越
前
町
立
図
書
館

石
井
謙
治
／
松
木
哲
／
信
江
啓
子
／
中
田
利
枝
子
／
伊
藤
廣
之
／
相
蘇
一
弘
／
山
崎
和
文

松
本
達
也
／
安
倍
幹
洋
／
畑
勝
也
／
辰
巳
孝
幸
／
植
村
良
信
／
奥
村
清
一
郎
／
芝
田
寿
朗

有
馬
香
織
／
田
中
正
治
／
田
中
正
継
／
豊
嶋
孝
／
藪
下
普
史
／
右
近
恵
／
神
東
正
典
／

辻
多
加
志
／
馬
越
祥
穂
／
丸
山
法
男
／
大
西
一
則
／
渡
辺
知
宣
／
奥
原
哲
志
／
八
木
儀
一

村
松
活
廣
／
斉
藤
政
光
／
神
尾
千
絵
／
野
上
香
織
／
神
村
武
志
／
大
家
紹
嘉
／
大
宮
和
正

本
多
美
穂
／
加
藤
由
美
子
／
谷
直
子



調
査
者
一
覧

安
達
　
裕
之
（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
）

小
堀
　
信
幸
（
船
の
科
学
館
）

小
嶋
　
良
一
（
関
西
設
計
株
式
会
社
）

新
井
　
陳
秀
（
同
前
）

調
査
年
月
日

讃
岐
金
刀
比
羅
宮
金
比
羅
丸
雛
形	

平
成
一
七
年
九
月
二
八
日
・
二
九
日

讃
岐
金
刀
比
羅
宮
民
吉
丸
雛
形	

平
成
一
七
年
九
月
一
六
日

佐
柳
島
八
幡
神
社
雛
形	

平
成
一
七
年
一
〇
月
二
〇
日

相
良
大
江
八
幡
宮
八
幡
丸
雛
形	

平
成
一
八
年
五
月
二
六
日
～
二
八
日

喜
多
浦
大
神
八
幡
神
社
雛
形	

平
成
一
九
年
一
〇
月
二
七
日
・
二
八
日

小
浜
若
狭
彦
神
社
雛
形	

平
成
一
八
年
一
〇
月
一
六
日

西
神
崎
湊
十
二
社
大
弊
丸
雛
形	

平
成
一
八
年
三
月
二
五
日
・
二
六
日

丹
後
溝
谷
神
社
雛
形	

平
成
一
七
年
一
二
月
二
二
日
・
二
三
日

西
神
崎
湊
十
二
社
雛
形	

平
成
一
八
年
八
月
八
日

讃
岐
金
刀
比
羅
宮
金
比
羅
丸
雛
形	

平
成
一
七
年
九
月
一
四
日
・
一
五
日

東
京
国
立
博
物
館
薩
摩
形
雛
形	

平
成
一
七
年
一
一
月
一
七
日

佐
賀
大
堂
神
社
雛
形	
平
成
一
八
年
二
月
二
一
日
・
二
二
日

鉄
道
博
物
館
雛
形	

平
成
一
七
年
二
月
二
一
日
・
二
三
日

河
野
右
近
家
八
幡
丸
雛
形	

平
成
一
八
年
一
二
月
四
日
・
五
日

東
京
大
学
明
治
丸
雛
形	

平
成
二
〇
年
三
月
一
一
日
　
　

宮
津
上
司
住
吉
神
社
雛
形	

平
成
一
八
年
八
月
七
日

東
京
国
立
博
物
館
武
蔵
丸
雛
形	

平
成
一
七
年
一
一
月
一
八
日



鳴
門
桑
島
八
幡
神
社
雛
形	

平
成
一
九
年
九
月
二
四
日

鳴
門
金
刀
比
羅
神
社
雛
形	

平
成
一
九
年
二
月
二
〇
日
・
二
一
日
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宝
暦
期
以
前
の
木
割
書
に
つ
い
て
帆ほ

掛
り
・
石こ

く

積
り
・
尋ひ

ろ

掛
り
の
三
つ
に
分
け
て
検

討
を
加
え
た
が
、
宝
暦
期
以
後
の
木
割
書
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
の
よ
う
に
、
帆

一
反
の
幅
は
、
一
七
世
紀
中
期
に
三
尺
五
寸
か
ら
三
尺
へ
、
享
保
初
年
に
三
尺
か
ら
二

尺
七
寸
へ
と
時
代
が
下
る
と
と
も
に
狭
く
な
り
、
そ
の
都
度
、
木
割
書
の
改
訂
が
行
わ

れ
た
。
天
明
五
年（
一
七
八
五
）に
工く

楽ら
く

松
右
衛
門
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
た
織お

り

帆ほ
（
別
名
、

松
右
衛
門
帆
）
は
、
高
価
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
丈
夫
で
あ
っ
た
た
め
、
急
速

に
普
及
し
て
、
文
化
期
（
一
八
○
四
～
一
八
一
七
）
に
は
刺さ

し

帆ほ

に
取
っ
て
代
わ
っ
た
。

帆
一
反
の
幅
は
、
刺
帆
が
二
尺
七
寸
、
織
帆
が
二
尺
五
寸
と
異
な
る
が
、
帆
幅
が
変
わ
っ

て
も
、
旧
来
の
木
割
書
で
も
問
題
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
石
積
り
の
木
割
書
の
場

合
、
積
石
数
か
ら
主
要
寸
法
と
反
数
を
決
め
、
他
の
部
材
の
寸
法
を
す
べ
て
算
出
し
た

後
、
帆ほ

桁げ
た

の
長
さ
か
ら
織
帆
の
反
数
を
決
め
れ
ば
よ
い
し
、
帆
掛
り
の
木
割
書
の
場
合

も
刺
帆
の
反
数
か
ら
主
要
寸
法
と
他
の
部
材
の
寸
法
を
決
め
た
後
に
刺
帆
の
反
数
を
織

帆
に
換
算
す
れ
ば
す
む
か
ら
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
帆
幅
の
変
化
に
対
応
し
た

木
割
書
が
編
ま
れ
て
い
る
の
で
、『
弐
拾
石
よ
り
大
船
迄
之
積
用
』
と
『
船
大
工
心
得

能
本
』を
取
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
な
お
、尋
掛
り
の
木
割
書
は
帆
幅
三
尺
版
で
姿
を
消
す
。

　
ま
ず
『
弐
拾
石
よ
り
大
船
迄
之
積
用
』
は
、
対
馬
藩
の
船
大
工
棟
梁
黒
岩
氏
旧
蔵
の

石
積
り
の
木
割
書
で
あ
る
。
本
書
の
成
立
時
期
は
、
帆
桁
の
長
さ
の
木
割
が
「
長
サ
壱

木
割
書
と
木
割
法 四

　
宝
暦
期
以
後
の
木
割
書

反
ニ
付
弐
尺
五
寸
　
但
し
サ
シ
ホ
壱
反
ニ
付
弐
尺
七
寸
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、
織
帆
が
刺
帆
に
取
っ
て
代
わ
る
文
化
期
以
降
だ
ろ
う
。
本
書
は
航か

わ
ら・
水み

押よ
し

・
棚た

な

板い
た

な
ど
船
体
を
構
成
す
る
主
要
な
部
材
の
木
割
を
欠
く
な
ど
木
割
書
と
し
て
は
完
全
と

は
い
い
が
た
い
が
、
そ
れ
で
も
垣か

き
た
つ立

・
角す

み
の
た
つ立・

筒つ
つ

・
轆ろ

く

轤ろ

な
ど
の
上
廻
り
の
部
材
や
舵
・

帆ほ

柱ば
し
ら・
帆
桁
の
木
割
を
一
読
す
る
と
、
本
書
が
『
荷
方
船
造
り
法
』
の
よ
う
な
二
尺
七

寸
版
の
石
積
り
の
木
割
を
ふ
ま
え
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
主
要
寸
法
の
木
割
で

両
者
が
大
き
く
相
違
す
る
の
は
、
二
尺
七
寸
版
が
、
航
長
さ
と
深
さ
を
石
積
り
、
肩
を

積
石
数
に
応
じ
て
石
積
り
、
深
さ
掛
り
、
尋
掛
り
で
算
出
し
た
後
に
補
正
を
行
う
の
に

対
し
て
、
本
書
が
航
長
さ
と
肩
と
深
さ
を
す
べ
て
石
積
り
で
算
出
し
て
、
補
正
を
行
わ

な
い
こ
と
で
あ
る
。
木
割
法
の
辻
褄
の
合
わ
な
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
た
寸
法

か
ら
修
正
を
加
え
て
、
主
要
寸
法
の
木
割
を
表
に
ま
と
め
て
お
こ
う
（
表
20
）。

　
本
来
な
ら
主
要
寸
法
の
木
割
の
次
に
記
さ
れ
る
べ
き
帆
の
反
数
の
木
割
が
本
書
で
は

欠
け
て
い
る
が
、『
船
作
法
覚
日
記
』
や
『
廻
船
寸
法
割
方
控
』
の
よ
う
な
二
尺
五
寸

版
の
造
船
書
か
ら
す
れ
ば
、
肩
一
尺
に
付
一
反
と
み
て
ま
ず
間
違
い
な
い
。
二
尺
七
寸

版
の
『
荷
方
船
造
り
法
』
は
深
さ
を
三
倍
し
た
長
さ
一
尺
に
付
帆
一
反
と
定
め
て
お
り
、

二
○
○
石
積
か
ら
一
○
○
○
石
積
ま
で
の
船
の
肩
は
深
さ
の
三
倍
で
あ
る
か
ら
、
反
数

の
木
割
は
二
尺
五
寸
版
と
同
一
と
な
る
。
一
見
す
る
と
、
積
石
数
が
同
じ
で
も
、
刺
帆
・

織
帆
の
い
ず
れ
を
用
い
る
か
で
帆
の
大
き
さ
が
異
な
る
か
の
よ
う
に
思
え
よ
う
。
し
か

し
、『
荷
方
船
造
り
法
』
で
は
航
長
さ
と
深
さ
を
石
積
り
、
肩
を
積
石
数
に
応
じ
て
石

積
り
、
深
さ
掛
り
、
尋
掛
り
で
算
出
し
た
後
、
一
○
○
石
積
以
上
の
船
に
つ
い
て
は
石
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四　宝暦期以後の木割書

数
に
応
じ
て
航
長
さ
を
縮
め
、
肩
と
深
さ
を
増
す
補
正
を
行
っ
て
お
り
、
帆
の
反
数
は

補
正
前
の
深
さ
を
基
準
と
し
て
い
る
の
で
、
実
際
に
は
同
じ
積
石
数
な
ら
刺
帆
・
織
帆

に
か
か
わ
ら
ず
帆
の
大
き
さ
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

　
次
に
『
船
大
工
心
得
能
本
』
に
目
を
転
じ
る
と
、
本
書
は
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）

に
小
豆
島
土
庄
の
嶋
屋
四
郎
太
夫
を
板
元
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
木
割
書
で
あ
る
。
確
証

は
な
い
が
、
嶋
屋
は
船
大
工
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
造
船
の
木
割
書
の
刊
本

は
本
書
を
お
い
て
他
に
は
な
い
。

　
本
書
は
、
一
四
石
積
船
か
ら
四
四
八
○
石
積
船
ま
で
一
八
艘
の
航
長
さ
・
肩
・
深
さ
・

大
工
間
尺
積
石
数
を
記
し
た
寸
法
目
録
と
五
八
条
に
お
よ
ぶ
船
体
・
上
廻
り
・
道
具
・

伝
馬
船
の
木
割
か
ら
成
り
、
弁
才
船
の
地
方
型
で
あ
る
北
前
船
と
中
国
船
、
そ
れ
に
弁

才
船
の
派
生
型
で
あ
る
江
戸
通
い
の
木
割
に
も
言
及
す
る
。
本
書
の
充
実
振
り
は
瞠ど

う
も
く目

に
あ
た
い
す
る
が
、
何
と
も
解
せ
な
い
こ
と
に
主
要
寸
法
の
う
ち
航
長
さ
と
深
さ
に
つ

い
て
は
肩
掛
り
の
木
割
が
あ
る
の
に
、
肝
心
の
肩
の
木
割
が
な
い
。
け
れ
ど
も
、
他
の

二
尺
五
寸
版
の
木
割
書
か
ら
肩
は
帆
一
反
に
付
一
尺
掛
け
と
み
て
よ
く
、
そ
う
み
て
よ

い
こ
と
は
明
治
三
五
年
刊
行
の
『
大
和
形
船
製
造
寸
法
書
』
に
第
二
参
考
と
し
て
掲
載

さ
れ
た
「
讃
岐
国
小
豆
島
造
船
書
ノ
抜ば

っ
す
い萃

」（
以
下
、「
抜
萃
」
と
略
称
）
に
よ
っ
て
確

認
で
き
る
。

　「
抜
萃
」
は
、
一
二
九
石
積
か
ら
四
四
八
○
石
積
ま
で
一
四
艘
の
船
に
つ
い
て
肩
と

深
さ
、
航
の
長
さ
・
幅
・
厚
さ
、
帆
柱
の
太
さ
、
帆
桁
の
太
さ
、
舵
の
身み

き木
の
太
さ
・
幅
、

舵か
じ
づ
か柄
の
大
き
さ
、
伝
馬
船
の
長
さ
・
肩
・
深
さ
、
根ね

棚だ
な

の
厚
さ
、
戸と

立だ
て

と
棚
板
の
厚
さ

を
表
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
表
題
か
ら
し
て
「
抜
萃
」
と
本
書
の
あ
い
だ
に
密
接

な
関
連
が
あ
る
こ
と
は
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
、「
抜
萃
」
の
一
四
艘
の
主
要

寸
法
が
本
書
の
寸
法
目
録
か
ら
の
摘
記
で
あ
る
こ
と
は
そ
の
一
証
左
で
あ
る
。「
抜
萃
」

に
載
る
部
材
の
う
ち
帆
桁
の
太
さ
に
注
目
す
る
と
、
寸
法
か
ら
し
て
明
ら
か
に
木
割
は

肩
一
尺
に
付
四
分
掛
け
で
あ
り
、本
書
に
は
「
け
た
の
（
中
略
）
大
サ
ハ
ほ
ふ
ニ
四
か
け
」

と
み
え
る
か
ら
、
肩
の
木
割
は
案
に
違
わ
ず
帆
一
反
に
付
一
尺
掛
け
と
知
れ
る
。
肩
の

木
割
の
確
認
が
と
れ
た
の
で
、
主
要
寸
法
の
木
割
を
表
に
ま
と
め
て
お
こ
う
（
表
21
）。

　「
抜
萃
」
の
部
材
寸
法
か
ら
木
割
を
割
り
出
し
て
み
る
と
、
意
外
な
こ
と
に
本
書
と

必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
航
の
幅
は
、
本
書
で
は
「
航
の
長
サ
ニ
一
一
か
け
て
よ
し
」

と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
に
、「
抜
萃
」
で
は
肩
二
○
尺
以
下
は
一
二
六
（
一
寸
二
分
六
厘
）

掛
け
、
肩
二
○
尺
以
上
は
一
二
（
一
寸
二
分
）
掛
け
で
あ
る
し
、
本
書
が
木
割
を
書
き

落
と
し
た
伝
馬
船
の
長
さ
を
「
抜
萃
」
は
肩
の
一
・
五
倍
で
計
算
し
て
い
る
。
本
書
が

板
を
重
ね
た
と
も
思
え
な
い
か
ら
、「
抜
萃
」
の
も
と
と
な
っ
た
「
讃
岐
国
小
豆
島
造

船
書
」
は
本
書
を
補
訂
し
た
一
本
に
違
い
な
い
。

　「
抜
萃
」
で
見
逃
せ
な
い
の
は
、
二
二
九
○
石
積
以
上
の
四
艘
の
伝
馬
船
に
は
長
さ
・

表20　『弐拾石より大船迄之積用』の主要寸法の木割法

ℓ

  100 ≧ K ≧ 20

  200 ≧ K ≧ 100

  500 ≧ K ≧ 200

1000 ≧ K ≧ 500

1500 ≧ K ≧ 1000

ℓ =22.0 ＋ 1.0 ×（K － 20）／ 10

ℓ =30.0 ＋ 0.61 ×（K － 100）／ 10

ℓ =36.1 ＋ 0.9 ×（K － 200）／ 50

ℓ =41.5 ＋ 1.0 ×（K － 500）／ 100

ℓ =46.5 ＋ 0.5 ×（K － 1000）／ 100

B

  100 ≧ K ≧ 20

  200 ≧ K ≧ 100

  500 ≧ K ≧ 200

1000 ≧ K ≧ 500

1500 ≧ K ≧ 1000

 B=7.0 ＋ 0.5 ×（K － 20）／ 10

 B=11.0 ＋ 0.3 ×（K － 100）／ 10

 B=14.0 ＋ 0.84 ×（K － 200）／ 50

 B=19.0 ＋ 0.62 ×（K － 500）／ 50

 B=25.2 ＋ 0.56 ×（K － 1000）／ 100

D

  100 ≧ K ≧ 20

  200 ≧ K ≧ 100

  500 ≧ K ≧ 200

1000 ≧ K ≧ 500

1500 ≧ K ≧ 1000

 D=2.1 ＋ 0.15 ×（K － 20）／ 10

 D=3.3 ＋ 0.10 ×（K － 100）／ 10

 D=4.3 ＋ 0.32 ×（K － 200）／ 50

 D=6.3 ＋ 0.21 ×（K － 500）／ 50

 D=8.4 ＋ 0.36 ×（K － 1000）／ 100
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肩
・
深
さ
の
欄
に
寸
法
の
記
載
が
な
く
、
代
わ
り
に
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
是
ヨ
リ
以
上
ハ
二
艘
ト
ス
、
小
船
ニ
テ
モ
別
ニ
通
伝
馬
ヲ
持
ツ

舷
側
に
大
小
二
艘
の
伝
馬
船
を
繋
留
す
る
停
泊
中
の
弁
才
船
の
写
真
が
、
少
な
か
ら
ず

今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
船
尾
に
伝
馬
船
を
吊
り
下
げ
る
た
め
の
ダ
ビ
ッ
ト
が
設
け
ら

れ
て
い
れ
ば
、
二
艘
が
搭
載
艇
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
ダ
ビ
ッ
ト
が
な

く
と
も
、
搭
載
艇
と
判
断
し
て
よ
い
こ
と
を
こ
の
記
事
は
示
し
て
い
る
。
本
書
に
は
該

当
す
る
記
事
が
な
い
の
で
、
こ
の
記
事
は
「
讃
岐
国
小
豆
島
造
船
書
」
か
ら
の
引
用
で

は
あ
り
え
ず
、
日
本
形
船
を
対
象
外
と
し
た
従
来
の
検
査
規
則
に
か
え
て
、
海
軍
艦
艇

や
登
簿
ト
ン
数
一
五
ト
ン
未
満
も
し
く
は
積
石
数
一
五
○
石
未
満
の
帆
船
な
ど
を
除
く

全
船
舶
を
対
象
と
し
た
船
舶
検
査
法
を
新
た
に
制
定
す
る
た
め
逓
信
省
管
船
局
が
行
っ

た
日
本
形
船
の
調
査
の
結
果
に
他
な
る
ま
い
。
ち
な
み
に
、
新
船
舶
検
査
法
は
明
治

二
九
年
に
制
定
さ
れ
、
翌
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

　『
船
大
工
心
得
能
本
』
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
が
『
帆
船
造
作
寸
法
書
』

で
あ
る
。
本
書
は
、
二
五
反
帆
か
ら
一
六
反
帆
ま
で
六
艘
の
日
本
形
船
の
部
材
寸
法

目
録
と
二
○
条
の
木
割
、
そ
れ
に
西
洋
形
風
帆
船
一
艘
の
寸
法
目
録
か
ら
成
る
。
日
本

形
船
六
艘
は
、
積
石
数
が
大
工
間
尺
積
石
数
を
上
回
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
も
、
胴
の
間

の
張
ら
せ
方
を
み
て
も
、
北
前
船
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。『
船
大
工
心
得
能
本
』

の
よ
う
に
北
前
船
の
木
割
に
言
及
す
る
木
割
書
で
す
ら
珍
し
い
こ
と
を
想
え
ば
、
北
前

船
の
み
を
対
象
と
す
る
本
書
の
よ
う
な
木
割
書
は
稀
れ
と
い
っ
て
よ
い
が
、
惜
し
い
こ

と
に
北
前
船
を
特
徴
づ
け
る
棚
板
の
開
き
と
舳じ

く

艫ろ

の
持も

ち

に
は
言
及
が
な
い
。
西
洋
形
風

帆
船
の
寸
法
目
録
か
ら
す
れ
ば
、
成
立
年
代
が
幕
末
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
な
く
、
お

そ
ら
く
明
治
一
○
年
代
だ
ろ
う
。

　
主
要
寸
法
の
木
割
は
、『
船
大
工
心
得
能
本
』
同
様
、
肩
が
帆
掛
り
、
航
長
さ
と
深

さ
が
肩
掛
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
肩
の
木
割
で
あ
る
。
肩
の
木
割
を
帆
の

反
数
の
木
割
と
読
み
か
え
る
と
、
本
書
は
、『
船
大
工
心
得
能
本
』
の
よ
う
な
二
尺
五

寸
版
の
木
割
書
と
違
っ
て
肩
一
尺
に
付
一
反
と
せ
ず
、「
内
肩
ハ
帆
一
反
ニ
九
寸
五
歩

掛
也
」、
つ
ま
り
肩
一
尺
に
付
一
・
○
五
反
と
し
て
お
り
、
当
然
、
本
書
の
ほ
う
が
『
船

大
工
心
得
能
本
』
よ
り
も
反
数
が
一
反
程
度
多
く
な
る
。
本
書
が
対
象
と
す
る
北
前
船

の
実
積
石
数
は
大だ
い
く
け
ん
じ
ゃ
く

工
間
尺
石
数
を
大
幅
に
上
回
る
の
が
通
例
で
、
帆
の
反
数
と
併
記
さ

れ
た
本
書
の
実
積
石
数
は
大
工
間
尺
石
数
の
三
割
か
ら
六
割
増
し
で
あ
る
。
大
幅
な
木

割
の
変
更
を
せ
ず
に
す
む
範
囲
内
で
こ
う
し
た
実
積
石
数
の
増
加
に
よ
る
帆
の
面
積
の

不
足
を
補
う
た
め
、
本
書
が
肩
一
尺
に
付
一
・
○
五
反
を
採
用
し
た
と
し
て
も
、
一
反

程
度
の
反
数
の
増
加
で
は
問
題
の
解
消
に
は
役
立
つ
ま
い
。『
大
和
形
船
製
造
寸
法
書
』

に
載
る
第
一
表
「
北
前
船
製
造
寸
法
」
を
一
見
す
る
と
、
二
尺
五
寸
版
の
木
割
書
の
例

に
も
れ
ず
肩
一
尺
に
付
一
反
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
本
書
の
目
的
は
他
に
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

表21　『船大工心得能本』の主要寸法の木割法

ℓ

10.0 ≧ B ≧ 5.0

20.0 ≧ B ≧ 10.0

40.0 ≧ B ≧ 20.0

ℓ =20.0+2.0 ×（B － 5.0）／ 1.0

ℓ =30.0+1.0 ×（B － 10.0）／ 1.0

ℓ =40.0+2.0 ×（B － 20.0）／ 1.0

B    40 ≧ S ≧ 5  B=1.0 × S

D

18.0 ≧ B ≧ 5.0

24.0 ≧ B ≧ 20.0

30.0 ≧ B ≧ 26.0

40.0 ≧ B ≧ 32.0

 D=0.28B

 D=0.3B

 D=B ／ 3

 D=0.35B
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『
船
大
工
心
得
能
本
』
と
比
べ
て
み
る
と
、
本
書
の
「
深
サ
ハ
肩
ニ
三
掛
也
、
大
舟

ハ
肩
三
ツ
割
、
小
舟
ハ
肩
ニ
八
掛
ル
」
と
規
定
さ
れ
た
深
さ
の
木
割
は
よ
い
と
し
て
も
、

「
航
事
、
長
サ
此
舟
ノ
肩
ヲ
二
ツ
合
よ
し
」
と
定
め
ら
れ
た
航
長
さ
の
木
割
が
同
一
と

は
と
う
て
い
信
じ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、『
船
大
工
心
得
能
本
』
の
木
割
の
式

を
変
形
す
れ
ば
、
肩
二
丈
よ
り
上
の
船
の
航
長
さ
は
肩
の
二
倍
と
書
き
換
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
航
長
さ
が
肩
の
二
倍
と
な
る
の
は
、
本
書
で
は
肩
一
丈
九
尺
以
上
の
船
、『
船

大
工
心
得
能
本
』
で
は
肩
二
丈
以
上
の
船
と
相
違
す
る
が
、
肩
の
木
割
は
、
本
書
が
帆

一
反
に
付
九
寸
五
分
掛
り
、『
船
大
工
心
得
能
本
』
が
一
尺
掛
り
な
の
で
、
帆
の
反
数

な
ら
二
○
反
以
上
の
船
で
一
致
す
る
。
な
お
、
本
書
に
は
「
小
舟
ハ
航
段
々
の
ば
し
」

と
あ
る
よ
う
に
一
九
反
以
下
の
航
長
さ
の
木
割
が
な
い
が
、
航
長
さ
を
知
り
た
け
れ
ば
、

部
材
寸
法
目
録
を
ひ
も
と
け
ば
よ
い
。

　『
船
大
工
心
得
能
本
』
と
『
帆
船
造
作
寸
法
書
』
は
北
前
船
を
論
じ
る
際
に
再
度
取

り
上
げ
る
と
し
て
、
兵
庫
の
船
大
工
大
松
屋
武
兵
衛
旧
蔵
の
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）

五
月
の
『
船
作
法
覚
日
記
』
と
『
廻
船
寸
法
割
方
控
』
に
一
言
し
て
お
こ
う
。『
船
作

法
覚
日
記
』
は
、
木
割
の
混
入
し
た
千
石
積
船
の
部
材
寸
法
目
録
と
帆
柱
・
帆
桁
・
舵
・

伝
馬
船
の
木
割
と
一
○
○
石
積
船
か
ら
一
○
○
○
石
積
船
ま
で
一
○
艘
の
主
要
寸
法
目

録
か
ら
成
る
。
帆
幅
は
二
尺
五
寸
で
、
肩
一
尺
に
付
帆
一
反
で
あ
る
。
一
方
、『
廻
船

寸
法
割
方
控
』
は
、
一
○
○
石
積
船
か
ら
一
六
○
○
石
積
船
ま
で
一
七
艘
の
部
材
寸
法

目
録
と
帆
柱
・
帆
桁
・
舵
の
木
割
か
ら
成
る
。
帆
幅
が
二
尺
五
寸
で
、
肩
一
尺
に
付
帆

一
反
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
書
が
一
九
世
紀
に
入
っ
て
成
立
し
た
こ
と
は
ま
ず
間
違

い
な
い
。
本
書
に
は
積
石
数
と
積
載
し
う
る
樽
数
が
併
記
さ
れ
て
お
り
、
樽
廻
船
の
寸

法
書
と
即
断
し
か
ね
な
い
が
、
中な

か
だ
な棚

が
立
っ
て
い
な
い
の
で
、
一
般
の
弁
才
船
の
寸
法

書
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
両
書
と
も
主
要
寸
法
の
木
割
法
は
不
明
で
あ
る
。

　
以
上
、
各
木
割
書
の
性
格
と
問
題
点
、
そ
れ
に
主
要
寸
法
の
木
割
法
を
み
て
き
た
が
、

最
後
に
木
割
書
の
要
目
を
表
に
ま
と
め
て
お
こ
う
（
表
22
～
表
26
）。

表22　『弐拾石より大船迄之積用』

積石数 100石 200石 300石 400石 500石 600石 700石 800石 900石 1000石 1100石 1200石 1300石 1400石 1500石

帆の反数 11反 14反 16反 17反 19反 20反 22反 23反 24反 25反 26反 26反 27反 28反 28反

航長さℓ

肩 B

上深さ DT

尺

30.0

11.0

3.3

尺

36.1

14.0

4.3

尺

37.9

15.7

5.0

尺

39.7

17.4

5.6

尺

41.5

19.0

6.3

尺

42.5

20.3

6.7

尺

43.5

21.5

7.1

尺

44.5

22.8

7.6

尺

45.5

24.0

8.0

尺

46.5

25.2

8.4

尺

47.0

25.8

8.8

尺

47.5

26.4

9.1

尺

48.0

26.9

9.5

尺

48.5

27.5

9.8

尺

49.0

28.0

10.2

ℓ /B

B/ℓ

DT/B

2.73

0.37 

0.30 

2.58

0.39 

0.31 

2.42

0.41 

0.32 

2.29

0.44 

0.32 

2.18

0.46 

0.33 

2.10

0.48 

0.33 

2.02

0.49 

0.33 

1.96

0.51 

0.33 

1.90

0.53 

0.33 

1.84

0.54 

0.33 

1.82

0.55 

0.34 

1.80

0.55 

0.35 

1.78

0.56 

0.35 

1.76

0.57 

0.36 

1.75

0.57 

0.36 
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積石数 84石 129石 186石 258石 344石 480石 638石 829石 1170石 1462石 1800石 2290石 3008石 3545石 4480石

帆の反数 10反 12反 14反 16反 18反 20反 22反 24反 26反 28反 30反 32反 35反 37反 40反 

航長さℓ

肩 B

上深さ DT

尺

30.0

10.0

2.80

尺

32.0

12.0

3.36

尺

34.0

14.0

3.92

尺

36.0

16.0

4.48

尺

38.0

18.0

5.04

尺

40.0

20.0

6.00

尺

44.0

22.0

6.60

尺

48.0

24.0

7.20

尺

52.0

26.0

8.66

尺

56.0

28.0

9.33

尺

60.0

30.0

10.00

尺

64.0

32.0

11.20

尺

70.0

35.0

12.25

尺

74.0

37.0

12.95

尺

80.0

40.0

14.00

ℓ /B

B/ℓ

DT/B

3.00

0.33

0.28

2.67

0.38

0.28

2.43

0.41

0.28

2.25

0.44

0.28

2.11

0.47

0.28

2.00

0.50

0.30

2.00

0.50

0.30

2.00

0.50

0.30

2.00

0.50

0.33

2.00

0.50

0.33

2.00

0.50

0.33

2.00

0.50

0.35

2.00

0.50

0.35

2.00

0.50

0.35

2.00

0.50

0.35

表23　『船大工心得能本』

表24　『帆船造作寸法書』

実積石数 1449.05石 1200.00石 905.60石 588.40石 440.00石 372.70石

帆の反数 25反 24反 22反 20反 18反 16反

航長さℓ

肩 B

上深さ DT

尺

47.50

23.75

7.92

尺

45.60

22.80

7.60

尺

41.80

20.90

6.97

尺

38.00

19.00

6.33

尺

36.20

17.10

5.13

尺

36.00

15.20

4.56

大工間尺石数

実積石数 / 大工間尺石数

893.10

1.62

790.16

1.52

608.62

1.49

457.27

1.29

317.56

1.39

249.52

1.49

ℓ /B

B/ℓ

DT/B

2.00

0.50 

0.33

2.00

0.50 

0.33

2.00

0.50 

0.33

2.00

0.50 

0.33

2.12

0.47 

0.30

2.37

0.42 

0.30
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表25　『船作法覚日記』

積石数 100石 200石 300石 400石 500石 600石 700石 800石 900石 1000石

帆の反数 11反 14反 16反 19反 20反 21反 22反 23反 24反 25反

航長さℓ

肩 B

上深さ DT

尺

30.0

10.5

3.2

尺

35.0

14.0

4.1

尺

37.5

16.0

5.0

尺

38.5

18.6

5.6

尺

40.0

20.2

6.2

尺

42.0

21.1

6.8

尺

42.6

22.0

7.5

尺

43.5

23.0

8.0

尺

44.5

24.1

8.4

尺

46.5

24.5

9.0

ℓ /B

B/ℓ

DT/B

2.86

0.35

0.30

2.50

0.40

0.29

2.34

0.43

0.31

2.07

0.48

0.30

1.98

0.51

0.31

1.99

0.50

0.32

1.94

0.52

0.34

1.89

0.53

0.35

1.85

0.54

0.35

1.90

0.53

0.37

表26　『廻船寸法割方控』

積石数 100石 200石 300石 400石 500石 600石 700石 800石 900石 1000石 1100石 1200石 1300石 1400石 1500石 1600石

帆の反数 11反 14反 16反 18反 21反 23反 23反 24反 25反 26反 27反 27反 28反 28反 29反 31反

航長さℓ

肩 B

上深さ DT

尺

30.5

10.5

3.2

尺

36.0

14.0

4.3

尺

37.0

16.5

5.6

尺

39.0

18.0

5.6

尺

40.5

21.0

6.0

尺

42.0

22.0

6.7

尺

43.5

23.0

7.2

尺

43.5

23.0

7.2

尺

47.0

24.5

8.3

尺

48.0

25.5

9.3

尺

48.5

26.5

9.3

尺

48.5

26.8

9.6

尺

48.5

27.0

9.6

尺

49.0

27.5

10.0

尺

50.4

28.3

10.4

尺

50.0

28.5

10.5

ℓ /B

B/ℓ

DT/B

2.90

0.34

0.30

2.57

0.39

0.31

2.24

0.45

0.34

2.17

0.46

0.31

1.93

0.52

0.29

1.91

0.52

0.30

1.89

0.53

0.31

1.89

0.53

0.31

1.92

0.52

0.34

1.88

0.53

0.36

1.83

0.55

0.35

1.81

0.55

0.36

1.80

0.56

0.36

1.78

0.56

0.36

1.78

0.56

0.37

1.75

0.57

0.37
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北
前
船

　
宝
暦
期
以
後
の
船
体
と
上
廻
り
の
変
化
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
弁
才
船
の
生
み
出

し
た
地
方
型
の
一
つ
で
あ
る
北
前
船
を
と
り
あ
げ
て
、
木
割
上
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し

て
お
き
た
い
。
宝
暦
期
以
後
の
雛
形
で
北
前
船
に
該
当
す
る
雛
形
も
多
い
か
ら
で
あ
る
。

　
弁
才
船
は
四
世
紀
に
わ
た
っ
て
国
内
海
運
の
廻
船
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
だ
け

に
、
菱
垣
廻
船
や
糸
荷
廻
船
の
よ
う
な
派
生
型
を
生
み
出
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
、
地
方
名
を
冠
す
る
弁
才
船
も
少
な
く
な
い
。
文
政
一
○
年

（
一
八
二
七
）
一
○
月
に
加
賀
宮
腰
の
銭
屋
五
兵
衛
は
「
越
後
作
り
」
の
弁
才
船
を
買

い
入
れ
、
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
に
小
豆
島
で
刊
行
さ
れ
た
『
船
大
工
心
得
能
本
』

は
北
前
船
と
中
国
船
に
言
及
し
、
逓
信
省
管
船
局
か
ら
明
治
三
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
日

本
形
船
の
調
査
報
告
書
『
大
和
形
船
製
造
寸
法
書
』
は
北
前
船
・
瀬
戸
内
船
・
日
向
船

を
あ
げ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
北
前
船
・
中
国
船
・
瀬
戸
内
船
・
日
向
船
は
そ
れ
ぞ
れ

の
地
方
に
特
有
の
弁
才
船
を
い
い
、
お
そ
ら
く
中
国
船
と
瀬
戸
内
船
は
同
一
だ
ろ
う
。

　
船
大
工
名
を
冠
す
る
珍
し
い
弁
才
船
も
あ
る
。
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
の
『
船
方

重
宝
記
』
に
言
及
の
あ
る
庄
右
衛
門
造
り
の
樽
廻
船
が
そ
れ
で
あ
る
。「
千
五
百
石
積

新
造
船
寸
法
大
略
」
に
「
艫
之
持
、
五
尺
よ
り
五
尺
五
寸
迄
モ
、
庄
右
衛
門
造
リ
ハ
ト

モ
入
過
候
故
、
五
尺
七
寸
迄
モ
持
也
」
と
み
え
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
庄
右
衛
門
の

工
夫
し
た
船
は
船
尾
を
普
通
よ
り
も
沈
ま
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は

わ
か
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
派
生
型
・
地
方
型
の
弁
才
船
が
数
多
く
存
在
し
た
が
、
今
日
で
は
詳
細

不
明
の
船
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
例
外
は
菱
垣
廻
船
・
樽
廻
船
と
北
前
船
で
あ
る
。
と

い
う
の
も
、
対
照
的
な
船
だ
け
に
、
言
及
の
機
会
が
多
く
、
た
と
え
ば
、『
船
大
工
心
得

能
本
』
は
「
江
戸
通
」
と
北
前
船
の
木
割
を
特
記
し
、『
大
和
形
船
製
造
寸
法
書
』
は
「
檜

垣
・
樽
船
」
と
北
前
船
を
対
比
し
て
論
じ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、「
江
戸
通
」
を
代
表

す
る
の
が
菱
垣
廻
船
・
樽
廻
船
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
北
前
船
の
特
徴
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
北
前
船
な
る
語
に
つ
い
て
一
言
し

て
お
き
た
い
。
歴
史
の
研
究
で
は
歴
史
的
な
語
を
あ
る
概
念
を
表
す
た
め
に
用
い
る
こ

と
が
珍
し
く
な
い
。
け
れ
ど
も
、
歴
史
的
な
意
味
と
研
究
上
の
概
念
が
必
ず
し
も
完
全

に
重
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
北
前
船
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
歴
史
的
に
は
北
前
が
蝦

夷
地
を
ふ
く
む
日
本
海
地
方
を
さ
す
北
国
と
同
義
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
北
前
船
は
、

北
国
廻
船
の
総
称
、
面お

も
き
づ
く

木
造
り
の
北
国
船
、
北
国
特
有
の
弁
才
船
、
の
意
味
で
用
い
ら

れ
て
き
た
。
三
つ
の
意
味
の
う
ち
後
二
者
は
船
の
呼
称
で
あ
る
が
、
面
木
造
り
の
北
国

船
の
衰
退
後
、
一
世
紀
以
上
た
っ
て
弁
才
船
の
一
地
方
型
が
出
現
す
る
の
で
、
語
の
使

用
年
代
に
注
意
し
さ
え
す
れ
ば
、
混
同
の
恐
れ
は
ま
ず
な
い
。
一
方
、
歴
史
的
に
は
海

運
の
経
営
形
態
を
含
意
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
海
運
史
で
は
北
前
船
を
江
戸
時
代

中
期
以
降
に
蝦
夷
地
と
大
坂
を
結
ん
だ
日
本
海
の
買
積
船
の
意
味
で
用
い
る
。
買
積
船

と
は
、
船
主
が
荷
主
を
兼
ね
、
自
己
船
に
自
己
荷
物
を
積
ん
で
商
売
す
る
船
を
い
う
。

戦
後
、
海
運
史
で
北
前
船
の
研
究
が
盛
ん
に
な
り
、
北
前
船
が
人
口
に
膾か

い
し
ゃ炙
し
た
結
果
、

今
日
で
は
歴
史
的
な
語
義
が
忘
れ
ら
れ
て
、
北
前
船
は
も
っ
ぱ
ら
海
運
史
の
意
味
で
用

い
ら
れ
、
弁
才
船
を
北
前
船
と
呼
ぶ
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
こ
の
よ
う
に
北
前
船
な
る

語
は
多
義
な
の
で
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
以
後
、
北
前
船
は
弁
才
船
の
一
地
方
型

の
意
味
に
限
定
し
、
蝦
夷
地
と
大
坂
を
結
ん
だ
買
積
船
を
指
す
と
き
に
は
い
わ
ゆ
る
北

前
船
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
北
前
船
が
い
わ
ゆ
る
北
前
船
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
は

紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
が
、
買
積
に
限
ら
ず
運
賃
積
に
も
用
い
ら
れ
た
し
、
日
本
海

沿
岸
ば
か
り
で
な
く
各
地
で
造
ら
れ
た
。

　
北
前
船
に
最
初
に
着
目
し
、
本
格
的
な
研
究
を
行
っ
た
の
は
、
石
井
謙
治
氏
で
あ
る
。

石
井
氏
は
、
北
国
地
方
に
お
け
る
廻
船
の
発
達
を
取
り
上
げ
た
画
期
的
な
論
文
の
な
か

で
こ
う
説
く
。
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四　宝暦期以後の木割書

　
日
本
海
で
造
ら
れ
た
弁
才
船
は
一
八
世
紀
中
頃
か
ら
風
土
的
条
件
を
加
味
し
た
特
徴

を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
傾
向
は
時
と
と
も
に
顕
著
に
な
っ
て
、
本
家
筋
の
瀬
戸
内

系
弁
才
船
に
対
し
て
分
家
筋
に
あ
た
る
日
本
海
系
弁
才
船
と
も
い
う
べ
き
形
式
を
確
立

す
る
に
い
た
っ
た
。
前
者
を
上
方
型
弁
才
船
、
後
者
を
北
前
型
弁
才
船
と
呼
ぶ
こ
と
に

す
る
と
、
上
方
型
に
対
す
る
北
前
型
の
特
徴
は
、
船
首
尾
の
大
き
な
反
り
、
航
と
同
じ

く
ら
い
厚
い
根
棚
（
上
方
型
は
六
割
前
後
）、
中な

か
ふ
な
ば
り

船
梁
兼
用
の
湾
曲
し
た
下
船
梁
、
の

三
つ
で
あ
る
。
な
か
で
も
中
船
梁
兼
用
の
下し

た
ふ
な
ば
り

船
梁
は
船
底
構
造
の
簡
素
化
と
強
度
の
向

上
に
寄
与
す
る
一
石
二
鳥
の
名
案
で
、
上
方
型
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
が
不
思
議
な

く
ら
い
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
改
良
は
内
部
的
な
も
の
で
あ
る
う
え
、
船
首

尾
の
反
り
も
化
政
期
（
一
八
○
四
～
二
九
年
）
ま
で
は
さ
ほ
ど
大
き
く
は
な
く
、
外
観

だ
け
で
は
上
方
型
と
識
別
は
つ
か
な
か
っ
た
。
な
お
、
上
方
で
建
造
さ
れ
た
北
前
型
の

根
棚
の
厚
さ
は
と
り
た
て
て
厚
く
は
な
く
、
上
方
型
並
で
あ
っ
た
。

　
蝦
夷
地
交
易
が
一
段
と
盛
ん
に
行
わ
れ
る
天
保
末
期
（
一
八
四
○
年
頃
）
を
境
に
北

前
型
を
前
期
北
前
型
と
後
期
北
前
型
に
わ
け
る
と
、
天
保
末
期
以
降
、
船
首
尾
の
反
り

は
ぐ
っ
と
大
き
く
な
り
、
後
期
北
前
型
は
一
見
し
て
上
方
型
と
区
別
が
つ
い
た
。
と
同

時
に
新
し
い
要
素
が
加
わ
り
、
北
前
型
独
特
の
形
式
が
確
立
さ
れ
た
。
新
し
い
要
素
と

は
、
上
方
型
で
は
大
工
間
尺
石
数
は
実
積
石
数
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
に
対
し
て
、
後
期

北
前
型
は
大
工
間
尺
石
数
が
実
積
石
数
よ
り
も
小
さ
く
な
る
よ
う
に
主
要
寸
法
を
決
め

た
こ
と
で
、
こ
れ
は
同
じ
大
工
間
尺
石
数
な
ら
ば
、
後
期
北
前
型
は
上
方
型
よ
り
も
大

き
な
積
載
能
力
を
持
つ
こ
と
を
意
味
す
る
。
具
体
的
に
は
主
要
寸
法
の
う
ち
大
工
間
尺

石
数
の
減
少
に
効
果
的
な
肩
と
深
さ
を
小
さ
く
し
、
代
わ
り
に
淦あ

か
ま間
や
三
の
間
と
い
っ

た
積
載
量
増
大
に
効
果
の
あ
る
と
こ
ろ
を
広
げ
た
。
た
と
え
ば
、
上
方
型
で
は
三
の
間

の
幅
は
肩
の
一
割
減
程
度
だ
っ
た
が
、
後
期
北
前
型
に
な
る
と
五
分
か
ら
一
割
増
し
が

普
通
と
な
り
、
さ
ら
に
拍
車
が
か
か
っ
て
二
割
増
し
と
い
う
船
型
の
悪
化
を
無
視
し
て

ま
で
の
積
載
量
増
大
に
の
め
り
込
ん
で
い
っ
た
。

　
ま
た
、
必
然
的
に
船
体
が
深
く
沈
む
た
め
、
本
来
、
水
面
上
に
あ
る
べ
き
腰こ
し
あ
て
ふ
な
ば
り

当
船
梁

や
淦
間
船
梁
は
水
面
下
に
没
し
て
、
い
た
ず
ら
に
抵
抗
を
増
大
さ
せ
、
明
治
維
新
前
後

に
な
る
と
船
梁
は
お
ろ
か
、
台
・
大
筋
ま
で
も
が
水
面
下
に
没
す
る
ほ
ど
の
荷
を
積
み
、

満
載
喫
水
線
は
足
洗
の
上
端
に
及
ん
だ
。
当
然
、
舳お

も
ての
垣
立
と
上う

わ
だ
な棚
の
矧は

ぎ
つ
け付
を
高
く
し

て
乾
舷
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
付
随
し
て
船
首
尾
を
高
く
す
る
必
要

か
ら
反
り
を
一
段
と
大
き
く
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
て
広
げ
た
胴
の
間
と
深
い
船ふ

な
あ
し足

が
あ
い
ま
っ
て
、
大
工
間
尺
石
数
に
対
す
る

実
積
石
数
は
明
治
維
新
前
後
で
は
七
割
増
し
を
通
例
と
し
、
な
か
に
は
九
割
増
し
と
い

う
極
端
な
例
も
あ
っ
た
。
後
期
北
前
型
が
特
異
な
船
型
を
持
つ
に
至
っ
た
原
因
は
、
松

前
藩
の
課
し
た
素す

け
ん
じ
ゃ
く

間
尺
に
よ
る
過
酷
な
出
入
港
税
を
軽
減
す
る
た
め
に
計
測
個
所
に
板

を
打
ち
付
け
る
な
ど
の
従
来
の
ご
ま
か
し
法
が
通
用
し
な
く
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
測

定
個
所
で
あ
る
肩
と
深
さ
を
小
さ
く
す
る
の
は
い
わ
ゆ
る
法
の
盲
点
を
突
く
狡
猾
な
や

り
方
で
あ
る
が
、明
治
一
一
年（
一
八
七
八
）に
函
館
に
出
張
し
た
内
務
省
の
官
吏
は「
日

本
形
商
船
積
石
超
過
ノ
禁
令
」
と
題
し
た
報
告
書
の
な
か
で  

然
レ
ト
モ
検
査
ノ
方
法
愈
厳
ニ
シ
テ
人
民
隠
匿
ノ
術
愈
巧
ミ
ニ
ナ
リ
、（
中
略
）

積
載
ノ
実
力
千
石
ノ
船
ヲ
シ
テ
五
百
石
乃
至
六
百
石
ノ
積
石
ヲ
算
出
セ
シ
メ
タ
リ

キ
、
竜
骨
ヲ
厚
フ
シ
、
船
梁
ヲ
下
ケ
、
船
形
ヲ
瓢
ノ
如
ク
ス
ル
ト
キ
ハ
駛
行
ノ
速

力
ヲ
緩
ニ
シ
、
船
身
ヲ
脆
弱
ナ
ラ
シ
ム
ル
ハ
固
ヨ
リ
船
主
等
ノ
知
ル
所
ナ
リ
、
然

レ
ト
モ
茲
ニ
至
ル
実
ニ
苛
税
ノ
弊
害
察
セ
ザ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

と
船
主
に
同
情
を
示
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
明
治
時
代
に
入
っ
て
松
前
藩
の
酷
税
が

な
く
な
っ
て
も
、
後
期
北
前
型
が
廃
れ
る
ど
こ
ろ
か
ま
す
ま
す
盛
行
し
た
の
は
何
と
も

納
得
の
ゆ
か
な
い
話
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
利
潤
追
求
の
は
げ
し
い
買
積
経
営
の
北
前

船
主
に
と
っ
て
、
よ
り
多
く
の
利
益
の
た
め
に
よ
り
多
く
の
積
載
量
を
と
い
う
要
求
を

満
た
す
船
は
北
前
型
を
お
い
て
ほ
か
に
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
が
石
井
説
の
概
略
で
あ
る
。
石
井
氏
は
日
本
海
で
発
達
し
た
弁
才
船
を
北
前
型
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弁
才
船
と
命
名
し
た
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
を
北
前
船
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
も
っ
と
も
、

石
井
氏
に
従
っ
て
上
方
型
弁
才
船
を
上
方
船
と
呼
ぶ
と
上
方
特
有
の
弁
才
船
と
と
ら
れ

か
ね
ず
、
ま
た
石
井
氏
も
上
方
型
を
瀬
戸
内
海
で
一
般
的
な
弁
才
船
の
意
味
で
用
い
て

い
る
の
で
、
一
般
の
弁
才
船
と
言
い
換
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
石
井
氏
は
菱
垣

廻
船
・
樽
廻
船
を
弁
才
船
の
派
生
型
と
せ
ず
、
一
般
の
弁
才
船
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

　
石
井
氏
は
、
船
首
尾
の
大
き
な
反
り
、
小
さ
な
主
要
寸
法
、
拡
幅
し
た
胴
の
間
、
深

い
船
足
、
以
上
の
四
つ
を
後
期
北
前
船
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
た
。
石
井
氏
の
研
究
以
来
、

お
よ
そ
四
○
年
が
立
ち
、
北
前
船
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
ん
だ
結
果
、
船
足
を
深
く
入

れ
、
胴
の
間
を
張
ら
せ
て
実
積
石
数
の
増
大
を
図
っ
た
船
は
北
前
船
に
限
ら
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
が
、
こ
の
問
題
は
論
じ
る
と
長
く
な
る
の
で
後
で
取
り
あ
げ
る
と
し
て
、

残
る
特
徴
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
石
井
説
に
よ
れ
ば
、
実
積
石
数
と
大
工
間
尺
石
数
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
一
般
の
弁
才
船

に
対
し
、
北
前
船
は
実
積
石
数
よ
り
も
大
工
間
尺
石
数
が
小
さ
く
な
る
よ
う
主
要
寸
法

を
決
め
た
と
い
う
。
そ
こ
で
明
治
三
年
の『
船
大
工
心
得
能
本
』と『
帆
船
造
作
寸
法
書
』

を
ひ
も
と
い
て
、
北
前
船
と
一
般
の
弁
才
船
の
主
要
寸
法
の
決
め
方
に
相
違
が
あ
る
か

否
か
を
調
べ
て
み
る
と
、『
船
大
工
心
得
能
本
』
は
一
般
の
弁
才
船
を
対
象
と
し
、
必

要
に
応
じ
て
北
前
船
・
中
国
船
・
江
戸
通
い
の
木
割
を
特
記
す
る
が
、
主
要
寸
法
の
木

割
に
は
こ
う
し
た
特
記
が
な
い
。
こ
れ
は
一
般
の
弁
才
船
も
北
前
船
も
主
要
寸
法
の
決

め
方
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
方
、『
帆
船
造
作
寸
法
書
』
は
北
前
船
に

特
化
し
た
部
材
寸
法
目
録
兼
木
割
書
で
、
積
石
数
と
し
て
は
大
工
間
尺
石
数
で
は
な
く
、

三
割
か
ら
六
割
増
し
の
実
積
石
数
を
載
せ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
主
要
寸
法
の
木
割
法

は
『
船
大
工
心
得
能
本
』
と
同
一
だ
か
ら
、
や
は
り
一
般
の
弁
才
船
と
何
ら
異
な
る
と

こ
ろ
は
な
い
。
明
ら
か
に
北
前
船
の
主
要
寸
法
の
決
め
方
に
何
ら
か
の
特
別
な
配
慮
が

払
わ
れ
て
い
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
ず
、
石
井
説
は
成
り
立
た
な
い
。
北
前
船
は
、
一
般

の
弁
才
船
と
同
じ
主
要
寸
法
な
が
ら
、
実
積
石
数
で
ま
さ
っ
て
い
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
石
井
氏
が
説
く
よ
う
に
、
確
か
に
船
首
尾
の
大
き
な
反
り
が
後
期
北
前
船
の
特
徴
で

あ
る
。
し
か
し
、
船
首
尾
の
反
り
に
特
徴
が
あ
る
の
は
北
前
船
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
船

体
の
反
り
は
持
と
い
い
、
舳
の
持
は
上
棚
の
水
押
付
留
の
腰
当
船
梁
上
面
か
ら
の
高
さ
、

艫
の
持
は
上
棚
の
戸
立
付
留
の
腰
当
船
梁
上
面
か
ら
の
高
さ
で
示
す
。『
船
大
工
心
得

能
本
』
は
持
の
木
割
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

と
も
の
持
ハ
こ
し
あ
て
よ
り
と
も
へ
ミ
て
尋
ニ
一
尺
、
江
戸
通
ハ
一
尺
一
寸
、
お

も
て
の
持
ハ
こ
し
あ
て
よ
り
お
も
て
へ
見
て
北
前
船
ハ
尋
ニ
六
寸
、
中
国
船
ハ
尋

ニ
三
寸
五
分
、
江
戸
通
ハ
尋
ニ
一
寸
八
分
で
よ
し

持
の
木
割
は
他
の
木
割
書
と
同
じ
く
尋
掛
り
つ
ま
り
航
長
さ
一
尋
（
＝
五
尺
）
を
基
準

と
し
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
舳
の
持
は
北
前
船
が
最
大
、
江
戸
通
い
が
最
小
、
中
国
船

が
そ
の
中
間
だ
か
ら
、
舳
の
持
を
み
れ
ば
、
海
事
関
係
者
な
ら
区
別
が
つ
い
た
は
ず
で

あ
る
。
も
と
よ
り
、
舳
の
持
が
大
き
い
こ
と
は
水
押
が
長
い
こ
と
を
意
味
し
、『
船
大

工
心
得
能
本
』
は
北
前
船
の
水
押
の
木
割
を
他
の
弁
才
船
の
一
割
五
分
増
し
と
定
め
て

い
る
。

　
舳
の
持
に
は
、
な
ぜ
か
一
般
の
弁
才
船
の
木
割
が
な
い
。
中
国
船
が
『
大
和
形
船
製

造
寸
法
書
』
の
瀬
戸
内
船
と
同
じ
く
中
国
地
方
に
特
有
の
弁
才
船
の
意
と
す
れ
ば
、
伝

馬
船
の
長
さ
の
よ
う
に
木
割
を
書
き
落
と
し
た
と
み
る
ほ
か
な
か
ろ
う
。
舳
の
持
は
、

『
荷
船
石
積
寸
法
仕
法
書
』
で
一
寸
八
分
、『
荷
方
船
造
り
法
』
で
三
寸
、『
廻
船
寸
法
割

方
控
』
で
尋
掛
り
に
換
算
し
て
一
寸
八
分
か
ら
三
寸
で
あ
る
か
ら
、
一
般
の
弁
才
船
の

舳
の
持
は
中
国
船
の
三
寸
五
分
と
江
戸
通
い
の
一
寸
八
分
の
あ
い
だ
で
定
め
ら
れ
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。
素
人
目
に
は
こ
れ
で
は
三
者
に
大
し
た
差
は
認
め
ら
れ
ず
、
木
割
の

書
落
と
し
の
可
能
性
は
ま
ず
な
さ
そ
う
に
思
わ
れ
よ
う
が
、
小
差
で
も
船
大
工
に
と
っ

て
は
意
味
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
寛
政
六
年
の
『
船
方
重
宝
記
』
は
樽
廻
船
の
艫
の

持
に
つ
い
て
「
五
尺
よ
り
五
尺
五
寸
迄
モ
、
庄
右
衛
門
造
リ
ハ
ト
モ
入
過
候
故
、
五
尺

七
寸
迄
モ
持
也
」
と
わ
ず
か
の
差
を
問
題
に
す
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
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四　宝暦期以後の木割書

せ
よ
、
舳
艫
の
持
を
比
べ
る
と
、
船
に
よ
る
差
が
一
割
程
度
し
か
な
い
艫
の
持
よ
り
も

舳
の
持
に
こ
そ
船
の
特
徴
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
舳
の
持
は
ひ
と
ま
ず
お
い
て
艫
の
持
に
眼
を
転
じ
る
と
、
艫
の
持
の
木
割
に
は
問
題

が
あ
る
。
艫
の
持
は
時
代
が
下
る
に
つ
れ
増
大
し
、
航
長
さ
一
尋
に
対
し
て
、
明
暦
三

年
（
一
六
五
七
）
の
『
荷
方
極
儀
秘
伝
書
』
は
三
寸
、宝
永
五
年
（
一
七
○
八
）
の
『
荷

方
極
儀
秘
伝
書
』
は
三
寸
四
分
、
帆
幅
三
尺
の
『
荷
船
石
積
寸
法
仕
法
書
』
は
四
寸
五

分
、
帆
幅
二
尺
七
寸
の
『
荷
方
船
造
り
法
』
は
四
寸
、
大
船
な
ら
四
寸
五
分
か
ら
五
寸
、

寛
政
六
年
の
『
船
方
重
宝
記
』
の
樽
廻
船
は
尋
掛
り
に
換
算
し
て
五
寸
二
分
か
ら
五
寸

七
分
、
文
政
七
年
の
『
船
作
法
覚
日
記
』
は
五
寸
五
分
、『
廻
船
寸
法
割
方
控
』
は
尋

掛
り
に
換
算
し
て
三
寸
一
分
か
ら
五
寸
八
分
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
本
高
田
所

有
の
樽
廻
船
は
六
寸
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
書
の
艫
の
持
は
江
戸
通
い
が
一
尺
一
寸
、

他
の
弁
才
船
が
一
尺
で
あ
る
か
ら
、
倍
ほ
ど
も
大
き
い
。『
大
和
形
船
製
造
寸
法
書
』
は

江
戸
通
い
を
深
さ
の
五
割
、
北
前
船
を
深
さ
の
六
割
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
書
の
木

割
か
ら
五
○
○
石
積
以
上
の
艫
の
持
を
算
出
し
て
深
さ
と
の
比
を
と
る
と
、
江
戸
通
い

が
一
・
二
六
倍
か
ら
一
・
四
七
倍
、
北
前
船
が
一
・
一
四
倍
か
ら
一
・
三
三
倍
と
な
り
、
や

は
り
倍
ほ
ど
違
う
。
木
割
は
明
ら
か
に
誤
っ
て
お
り
、
基
準
、
寸
法
の
い
ず
れ
か
を
訂

正
し
な
く
て
は
な
る
ま
い
が
、
寸
法
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
尋
掛
り
の
変

形
と
し
て
航
長
さ
一
尺
あ
る
い
は
一
丈
（
＝
一
○
尺
）
を
基
準
と
す
る
方
式
に
な
ら
っ

て
基
準
を
改
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
艫
の
持
は
航
一
尋
に
付
江
戸
通
い
が

五
寸
五
分
、
他
の
弁
才
船
が
五
寸
と
な
り
、
木
割
と
し
て
不
都
合
は
な
い
。

　
興
味
深
い
の
は
、
江
戸
通
い
や
中
国
船
と
は
逆
に
北
前
船
の
持
は
艫
よ
り
も
舳
の
ほ

う
が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
石
井
氏
は
特
に
舳
の
持
の
大
き
な
北
前
船
に
言
及
し
て
い

な
い
の
で
、
出
現
の
時
期
を
押
さ
え
て
お
く
と
、
天
保
六
年
の
板
図
（
小
木
民
俗
博
物

館
蔵
）
に
よ
っ
て
日
本
海
に
お
け
る
天
保
初
期
の
存
在
を
確
認
で
き
る
し
、
明
治
三
年

の
小
豆
島
の
木
割
書
に
木
割
が
載
る
く
ら
い
で
あ
る
か
ら
、
瀬
戸
内
海
で
も
早
く
か
ら

建
造
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
舳
の
持
の
大
き
な
北
前
船
は
、

時
期
的
に
み
て
後
期
北
前
船
の
後
継
船
た
り
え
ず
、
後
期
北
前
船
と
し
て
扱
う
の
が
妥

当
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
石
井
氏
に
よ
れ
ば
、
記
録
上
の
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
北
前
船

の
嚆こ

う
し矢
は
天
保
元
年
（
一
八
三
○
）
年
に
加
賀
宮
腰
の
銭
屋
五
兵
衛
が
大
坂
で
建
造
し

た
宝
銭
丸
で
あ
る
。

　
明
治
三
年
以
降
の
北
前
船
の
舳
の
持
の
変
化
を
み
て
お
く
と
、
明
治
二
○
年
代
後
半

に
新
船
舶
検
査
法
制
定
の
た
め
逓
信
省
管
船
局
が
瀬
戸
内
海
の
日
本
形
船
を
調
査
し
た

報
告
書
『
大
和
形
船
製
造
寸
法
書
』
は
、
北
前
船
と
菱
垣
廻
船
・
樽
廻
船
の
側
面
形
状

の
相
違
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

深
ハ
腰
当
ニ
於
テ
航
ノ
上
面
ヨ
リ
腰
当
梁
ノ
上
面
迄
ヲ
云
フ

北
前
船
ノ
深
ハ
腰
当
ニ
於
テ
船
幅
ノ
三
分
ノ
一
ヲ
通
則
ト
ス
、
然
レ
ト
モ
五
百
石

積
以
上
ハ
次
第
ニ
深
ク
、
千
石
積
ノ
船
ハ
三
分
ノ
一
ノ
一
割
ヲ
深
ク
ス
、
夫
ヨ
リ

船
ノ
反
ニ
随
テ
船
首
・
船
尾
ハ
次
第
ニ
深
ク
、
轆
轤
座
ヨ
リ
三
ノ
間
少
シ
前
迄
弧

形
ヲ
ナ
シ
、
夫
ヨ
リ
前
後
ハ
直
線
ニ
シ
テ
、
弦
ノ
前
端
ハ
航
ノ
直
線
上
ニ
於
テ
腰

当
ニ
於
ケ
ル
深
サ
ヨ
リ
二
倍
高
ク
シ
、
床
梁
ニ
於
テ
六
割
高
ク
ス

檜
垣
・
樽
船
ノ
深
ハ
北
前
船
ニ
同
シ
ク
腰
当
ニ
於
テ
其
幅
ノ
三
分
ノ
一
ヨ
リ
一
割

深
ク
シ
、
赤
間
ニ
於
テ
ハ
腰
当
ノ
二
十
分
ノ
一
淺
ク
ス
、
而
テ
三
ノ
間
ノ
深
サ
ハ

腰
当
ニ
同
シ
、
弦
ハ
戸
建
ヨ
リ
三
ノ
間
マ
テ
弧
形
ヲ
ナ
シ
、
三
ノ
間
ヨ
リ
前
方
ハ

直
線
ニ
ナ
ス
ヲ
以
テ
、
弦
ノ
前
端
ハ
腰
当
ノ
深
サ
ヨ
リ
二
割
高
ク
、
後
端
ハ
床
梁

ニ
於
テ
五
割
高
ク
ス
、
故
ニ
北
前
船
ト
檜
垣
・
樽
船
ト
ハ
一
見
シ
テ
之
ヲ
識
別
シ

得
ヘ
シ
、
其
艫
ノ
高
ハ
殆
ン
ト
稍
相
似
タ
ル
モ
其
舳
先
ノ
高
ハ
北
前
船
ハ
二
倍
ニ

シ
テ
檜
垣
・
樽
船
ハ
唯
僅
カ
ニ
二
割
高
ナ
レ
ハ
ナ
リ

舳へ

先さ
き

の
高
さ
は
、
北
前
船
が
二
倍
、
菱
垣
廻
船
・
樽
廻
船
が
二
割
と
す
る
と
、
北
前
船

は
菱
垣
廻
船
・
樽
廻
船
の
一
○
倍
高
い
こ
と
に
な
る
。
確
か
に
舳
の
持
に
は
大
き
な
違

い
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
一
○
倍
も
違
い
は
し
な
い
。
何
と
も
解
せ
な
い
こ
と
に
北
前
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船
の
舳
の
持
だ
け
基
準
面
を
航
の
上
面
と
し
た
た
め
、
深
さ
が
加
算
さ
れ
て
、
持
が
倍

増
し
て
い
る
。
舳
の
持
は
北
前
船
で
は
深
さ
の
倍
、
菱
垣
廻
船
・
樽
廻
船
で
は
二
割
が

正
し
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、『
船
大
工
心
得
能
本
』
の
木
割
で
は
大
型
船
の
舳
の
持
は

深
さ
の
七
割
か
ら
八
割
程
度
だ
か
ら
、
艫
の
持
は
さ
し
て
変
わ
ら
な
い
の
に
、
北
前
船

の
舳
の
持
は
お
よ
そ
二
○
年
の
あ
い
だ
に
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
北
前
船
の
舳
の
持
の
大
き
さ
を
実
感
で
き
る
二
枚
の
写
真
が
今
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
安
静
丸
と
幸
貴
丸
が
そ
れ
で
あ
る
（
図
92
・
93
）。
安
静
丸
は
越
前
河
野
の
北
前
船

主
中
村
三
之
丞
の
持
船
で
、
写
真
は
船ふ

な
お
ろ卸
し
直
後
の
記
念
撮
影
で
あ
る
。
軽
荷
状
態
だ

け
に
水
押
の
長
さ
が
際
だ
っ
て
お
り
、
舳
の
持
が
大
き
い
の
が
よ
く
わ
か
る
。
撮
影
場

所
と
推
定
さ
れ
る
大
阪
の
比
石
造
船
所
の
創
立
は
明
治
二
三
年
五
月
で
あ
る
か
ら
、『
大

和
形
船
製
造
寸
法
書
』
に
登
場
す
る
北
前
船
は
安
静
丸
の
類
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
一
方
、

幸
貴
丸
は
加
賀
橋
立
の
北
前
船
主
酒
谷
長
平
の
持
船
で
あ
る
。
胴
の
間
に
荷
物
を
山
積

み
に
し
て
も
張
ら
せ
た
胴
の
間
の
効
果
で
意
外
に
船
首
が
沈
ま
ず
、
満
載
状
態
で
も
依

然
と
し
て
舳
の
持
の
ほ
う
が
大
き
い
こ
と
は
銘
記
さ
れ
て
よ
い
。
胴
の
間
上
に
ふ
い
た

常じ
ょ
う
ど
ま
苫
（
苫と

ま

屋や

根ね

と
も
呼
ぶ
）
の
う
え
に
ま
で
か
さ
高
く
荷
物
を
積
む
の
は
い
わ
ゆ
る
北

前
船
の
常
で
あ
り
、
船
足
を
台
の
上
面
ま
で
入
れ
る
の
は
当
時
の
廻
船
の
習
い
で
あ
る
。

　
石
井
氏
が
見
落
と
し
た
後
期
北
前
船
の
特
徴
が
一
つ
あ
る
。
中
棚
の
開
き
が
そ
れ
で

あ
る
。
中
棚
の
開
き
と
は
中
棚
の
傾
き
の
こ
と
で
、
水
平
線
と
な
す
角
度
を
一
尺
に
対

す
る
長
さ
（
何
寸
何
分
）
で
表
し
、
該
当
す
る
上
船
梁
ま
た
は
間
の
名
称
を
つ
け
て
区

別
す
る
が
、
単
に
中
棚
の
開
き
と
い
え
ば
腰
当
船
梁
で
の
開
き
を
意
味
す
る
。
時
代
の

推
移
に
よ
る
中
棚
の
開
き
の
変
化
に
つ
い
て
は
す
で
に
論
じ
た
の
で
略
述
す
る
と
、
帆

幅
が
三
尺
で
あ
っ
た
一
七
世
紀
中
期
か
ら
一
八
世
紀
前
期
に
か
け
て
中
棚
の
開
き
は
八

寸
九
分
か
ら
九
寸
二
分
で
あ
っ
た
が
、
帆
幅
二
尺
七
寸
の
時
代
に
入
る
と
九
寸
五
分
前

後
が
普
通
と
な
る
。
し
か
し
、
菱
垣
廻
船
・
樽
廻
船
な
ど
の
江
戸
通
い
は
、
開
き
を
大

き
く
す
る
と
荷
積
に
好
都
合
で
も
、
復
原
力
が
大
き
く
な
っ
て
帆
柱
・
帆
桁
・
舵
の
傷

み
が
は
な
は
だ
し
く
、
船
も
弱
い
た
め
、
中
棚
を
開
か
せ
ず
、
九
寸
二
分
五
厘
か
ら
九

寸
三
分
に
と
ど
め
た
。
こ
の
小
さ
な
中
棚
の
開
き
が
江
戸
通
い
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
北
前
船
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
年
の
『
船
大
工
心
得
能
本
』
に
「
中
だ
な
の
ひ
ら
き

ハ
、
北
国
船
ハ
九
寸
八
九
分
、
外
船
ハ
九
寸
六
七
分
也
、
江
戸
通
ハ
九
寸
二
三
分
で
よ

し
」
と
あ
る
の
が
初
見
で
、
逓
信
省
管
船
局
の
日
本
形
船
の
調
査
報
告
書
『
大
和
形
船

製
造
寸
法
書
』
は
北
前
船
を
九
寸
七
分
、菱
垣
廻
船
・
樽
廻
船
を
九
寸
三
分
と
し
て
い
る
。

も
と
よ
り
、『
船
大
工
心
得
能
本
』
の
「
北
国
船
」
は
北
前
船
の
別
称
で
あ
り
、
明
ら

か
に
中
棚
の
開
き
は
北
前
船
が
も
っ
と
も
大
き
い
か
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
後
期
北
前
船

の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
荷
積
の
便
を
図
っ
て
北
前
船
が
一
般
の
弁
才
船
よ

り
も
中
棚
を
開
か
せ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
が
、
そ
の
時
期
は
明
確
に
な
し
が

た
い
。
あ
る
い
は
能
登
黒
島
の
船
大
工
が
建
造
し
た
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
の
長
栄

丸
や
宝
暦
一
二
年
（
一
七
六
二
）
の
宝
永
丸
の
中
棚
の
開
き
は
一
般
の
弁
才
船
並
み
の

九
寸
六
分
で
あ
っ
た
か
ら
、
蝦
夷
地
交
易
が
一
段
と
盛
ん
に
行
わ
れ
る
天
保
末
期
以
降

の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　
以
上
、
検
討
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
後
期
北
前
船
の
特
徴
は
、
船
首
尾
の
大
き
な
反
り

と
中
棚
の
大
き
な
開
き
で
あ
る
。
で
は
、
深
い
船
足
と
拡
幅
さ
れ
た
胴
の
間
が
後
期
北

前
船
の
特
徴
で
は
な
い
理
由
を
次
に
論
じ
て
み
よ
う
。

　
す
で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
石
井
謙
治
氏
は
こ
う
説
い
た
。
後
期
北
前
船
は
、
主
要

寸
法
の
う
ち
大
工
間
尺
石
数
の
減
少
に
効
果
的
な
肩
と
深
さ
を
小
さ
く
し
、
代
わ
り
に

積
載
量
増
大
に
効
果
の
あ
る
胴
の
間
を
広
げ
、
船
足
を
深
く
入
れ
た
結
果
、
明
治
維
新

前
後
で
は
大
工
間
尺
石
数
の
一
七
割
増
し
の
実
積
石
数
を
達
成
し
た
、
と
。
石
井
説
に

従
え
ば
、
北
前
船
の
場
合
、
胴
の
間
の
拡
幅
と
船
足
の
増
大
が
同
時
に
進
行
し
て
い
る

が
、
実
積
石
数
の
増
大
法
と
し
て
は
胴
の
間
の
拡
幅
と
船
足
の
増
大
は
別
物
で
あ
る
の

で
、
胴
の
間
の
拡
幅
か
ら
み
て
ゆ
こ
う
。
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図 93　酒谷家の幸貴丸（北前船の里資料館蔵）

図 92　中村家の安静丸（南越前町立図書館蔵）
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石
井
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
胴
の
間
を
張
ら
せ
た
日
本
海
の
弁
才
船
は
、
能
登
黒
島

の
森
岡
屋
又
四
郎
が
文
化
一
○
年
（
一
八
一
三
）
に
建
造
し
た
三
得
丸
を
も
っ
て
嚆
矢

と
す
る
。
三
得
丸
の
三
の
間
の
幅
は
一
丈
七
尺
九
寸
で
、
腰
当
幅
よ
り
も
四
寸
広
い
。

建
造
地
が
能
登
穴
水
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
日
本
海
で
は
こ
の
手
の
弁
才
船
が

珍
し
く
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
三
の
間
の
幅
は
、
幕
末
で
腰
当
幅
の
五
分
増
し
、
明

治
前
期
で
一
割
か
ら
二
割
増
し
が
普
通
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
胴
の
間
の
最
大
幅
は
三

の
間
と
腰
当
の
間
に
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
最
大
幅
に
つ
い
て
の
記
録
は
な
い
。
そ
こ

で
『
大
和
形
船
製
造
寸
法
書
』
を
調
べ
る
と
、「
船
体
構
成
法
」
の
「
幅
」
の
項
に

北
前
船
ノ
幅
ハ
赤
間
・
三
ノ
間
ノ
間
ニ
於
テ
最
モ
廣
ク
ス
、
赤
間
・
三
ノ
間
ノ
間

ハ
幅
ニ
シ
テ
腰
当
ノ
所
ヨ
リ
船
ノ
大
小
ニ
ヨ
リ
一
割
乃
至
二
割
廣
ク
ス
（
五
百
石

積
ニ
ハ
一
割
二
歩
、
千
石
積
ニ
ハ
一
割
八
九
歩
）、
二
ノ
間
ハ
腰
当
ヨ
リ
一
割
狭

ク
又
戸
建
ハ
根
板
ノ
所
ニ
於
テ
腰
当
ノ
三
分
ノ
二
ニ
シ
テ
弦
（
床
梁
ノ
所
）
ニ
於

テ
ハ
又
夫
ヨ
リ
二
十
分
ノ
一
狭
ク
ス

檜
垣
・
樽
船
ノ
幅
ハ
腰
当
・
赤
間
ノ
間
ニ
於
テ
最
モ
広
ク
ス
、
赤
間
ハ
腰
当
ヨ
リ

広
キ
コ
ト
三
十
分
ノ
一
ニ
シ
テ
、
三
ノ
間
ハ
腰
当
ヨ
リ
十
分
ノ
一
狭
ク
、
二
ノ
間

ハ
腰
当
ノ
十
分
ノ
六
ヨ
リ
少
シ
狭
ク
ス
、
戸
建
ノ
幅
ハ
北
前
船
ニ
同
シ

と
記
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
北
前
船
と
菱
垣
廻
船
・
樽
廻
船
で
は
最
大
幅
の
場
所

が
違
い
、
前
者
は
淦
間
（
赤
間
）
と
三
の
間
の
あ
い
だ
、
後
者
は
淦
間
と
腰
当
の
あ
い

だ
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
普
通
、
木
割
書
は
各
船
梁
の
内
法
の
木
割
を
定
め
て
い
な
い
が
、
北
前
船
の
船
梁
の

長
さ
で
よ
け
れ
ば
、『
帆
船
造
作
寸
法
書
』
に
載
っ
て
い
る
。
内
法
を
知
る
に
は
、
上
棚

内
面
か
ら
船
梁
先
端
ま
で
の
長
さ
の
二
倍
を
船
梁
の
全
長
か
ら
引
く
必
要
が
あ
る
。
腰

当
船
梁
・
三
の
間
船
梁
・
淦
間
船
梁
の
上
棚
内
面
よ
り
外
の
長
さ
は
ほ
ぼ
等
し
く
、
腰

当
船
梁
の
当
該
長
さ
は
全
長
か
ら
肩
を
引
け
ば
よ
い
か
ら
、
三
の
間
・
淦
間
の
内
法
は

簡
単
に
わ
か
る
。
そ
こ
で
二
五
反
帆
か
ら
一
六
反
帆
ま
で
六
艘
の
三
の
間
・
淦
間
の
内

法
を
出
し
、
肩
と
の
比
を
と
っ
て
表
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
確
か
に
三
の
間
と
淦
間
の

間
の
幅
は
腰
当
よ
り
も
二
割
前
後
広
い
（
表
27
）。

　
問
題
は
、
菱
垣
廻
船
・
樽
廻
船
の
胴
の
間
の
張
り
が
一
般
の
弁
才
船
と
ど
う
違
う
か

で
あ
る
。
弁
才
船
の
各
船
梁
の
内
法
を
知
る
に
は
、『
艦
法
一
簣
造
船
乗
組
秘
訣
』
を

み
る
し
か
な
い
。
本
書
は
小
林
退
結
翁
の
編
ん
だ
水
軍
書
で
、
岡
山
新
田
藩
（
鴨
方
藩
）

の
赤
木
篤
志
に
よ
る
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
一
二
月
の
写
本
が
今
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
小
林
が
軍
船
で
あ
る
関
船
を
取
り
あ
げ
る
の
は
当
然
と
し
て
も
、
二
反
帆
か
ら
三

○
反
帆
ま
で
二
九
艘
の
荷
船
の
寸
法
を
詳
細
に
記
す
の
は
、
漕こ

ぎ
ぶ
ね船
・
飛ひ

船せ
ん

・
馬う

ま
ぶ
ね船
・
戦

い
く
さ

船ぶ
ね

に
転
用
す
る
た
め
で
あ
る
。
本
書
の
荷
船
の
一
反
の
帆
幅
は
二
尺
五
寸
で
あ
る
か
ら
、

文
化
・
文
政
期
に
立
て
続
け
に
起
こ
っ
た
ロ
シ
ア
船
の
蝦
夷
地
襲
撃
事
件
や
フ
ェ
ー
ト

ン
号
事
件
の
よ
う
な
対
外
関
係
を
緊
張
さ
せ
る
事
件
が
本
書
編
纂
の
背
景
に
あ
る
こ
と

は
容
易
に
想
像
が
つ
く
し
、
赤
木
が
嘉
永
六
年
六
月
の
ペ
リ
ー
来
航
に
刺
激
さ
れ
て
本

書
を
写
し
た
こ
と
も
想
像
に
か
た
く
な
い
。
五
○
○
石
積
以
上
の
弁
才
船
の
二
の
間
船

梁
・
三
の
間
船
梁
・
淦
間
船
梁
の
内
法
と
肩
と
の
比
を
と
っ
て
表
に
ま
と
め
て
み
る
と
、

一
般
の
弁
才
船
で
は
腰
当
と
淦
間
の
あ
い
だ
に
最
大
幅
が
あ
り
、
菱
垣
廻
船
・
樽
廻
船

の
胴
の
間
の
張
り
は
一
般
の
弁
才
船
並
み
と
知
れ
よ
う
（
表
28
）。

　
確
か
に
菱
垣
廻
船
・
樽
廻
船
に
比
べ
て
、
北
前
船
の
胴
の
間
の
張
り
は
大
き
い
。
し

か
し
、
こ
の
手
の
弁
才
船
は
日
本
海
に
限
ら
れ
な
い
。「
手
津
屋
正
助
手
船
大
坂
寺
嶋

船
大
工
棟
梁
淡
路
屋
市
兵
衛
造
立
千
五
百
石
積
弐
拾
分
一
図
」
と
題
さ
れ
た
文
化
七
年

（
一
八
一
○
）
二
月
一
五
日
の
弁
才
船
の
図
面
が
、
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
手
津
屋

は
久
留
米
藩
の
大
商
人
で
、
藩
米
な
ど
を
大
坂
に
廻
漕
し
た
。
淡
路
屋
が
制
作
し
た
手

津
屋
船
の
図
面
は
標
準
的
な
側
面
図
で
、
舵
と
伝
馬
船
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
除
け

ば
、
と
り
た
て
て
い
う
ほ
ど
の
こ
と
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
図
面
に
添
付
さ
れ
た
寸
法

の
書
上
を
み
る
と
、
主
要
寸
法
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
一
、
𦨞
居
　
　
九
尋
三
尺
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表27　北前船の三の間幅・淦間幅・肩

帆の反数 25反 24反 22反 20反 18反 16反

実積石数 1449.05石 1200.00石 905.60石 588.40石 440.00石 372.70石

三の間幅 B1

淦間幅 B2

肩 B

尺

22.75 ～ 24.75

24.75 ～ 25.75

23.75

尺

22.8 ～ 23.8

25.8 ～ 26.8

22.80

尺

21.90

23.90

20.90

尺

20.00 ～ 21.00

22.00

19.00

尺

18.10

19.10

17.10

尺

16.20

16.2 ～ 17.2

15.20

B1/B

B2/B

0.96 ～ 1.04

1.04 ～ 1.08

1.00 ～ 1.04

1.13 ～ 1.18

1.05

1.14

1.05 ～ 1.10

1.16

1.06

1.12

1.07

1.07 ～ 1.13

表28　弁才船の三の間幅・舳淦間幅・淦間幅・肩

積石数 100石 230石 330石 420石 500石 660石 740石 820石 910石 1000石 1120石 1200石 1470石 1590石 1730石

帆の反数 10反 13反 15反 17反 18反 20反 21反 22反 23反 24反 25反 26反 28反 29反 30反

三の間幅 B １

舳淦幅 B2

淦間幅 B3

肩 B

尺

8.35

－

10.10

10.10

尺

11.10

－

14.30

14.30

尺

13.20

－

16.50

16.50

尺

14.75

－

17.95

17.85

尺

14.75

18.20

19.05

18.90

尺

16.10

20.00

21.23

21.00

尺

17.00

21.25

22.13

21.84

尺

17.45

21.50

22.99

22.66

尺

18.25

22.65

23.83

23.46

尺

18.00

23.30

24.65

24.24

尺

18.85

23.75

25.45

25.00

尺

19.30

24.50

26.23

25.74

尺

20.10

25.75

27.73

27.16

尺

20.45

26.20

28.41

27.84

尺

21.05

27.10

29.15

28.50

B1/B

B2/B

B3/B

0.83

－

1.00

0.78

－

1.00

0.80

－

1.00

0.83

－

1.01

0.78

0.96

1.01

0.77

0.95

1.01

0.78

0.97

1.01

0.77

0.95

1.01

0.78

0.97

1.02

0.74

0.96

1.02

0.75

0.95

1.02

0.75

0.95

1.02

0.74

0.95

1.02

0.73

0.94

1.02

0.74

0.95

1.02
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一
、
肩
　
　
　
五
尋
弐
尺
七
寸

　
　
一
、
総
肩
　
　
六
尋
弐
尺
七
寸

　
　
一
、
深
サ
　
　
壱
丈
壱
寸

総
肩
と
は
聞
き
慣
れ
な
い
語
で
あ
る
が
、
総
長
さ
と
い
え
ば
船
の
全
長
の
こ
と
で
あ
る

か
ら
、
腰
当
内
法
を
指
す
肩
に
対
し
て
、
総
肩
は
最
大
の
内
法
つ
ま
り
胴
の
間
の
最
大

幅
を
意
味
し
よ
う
。
総
肩
は
三
丈
二
尺
七
寸
、
肩
の
一
割
八
分
増
し
で
、
肩
よ
り
五
尺

広
く
、『
大
和
形
船
製
造
寸
法
書
』
の
北
前
船
の
胴
の
間
に
匹
敵
す
る
。
文
化
七
年
に

北
前
船
と
遜
色
の
な
い
ほ
ど
に
胴
の
間
を
張
ら
せ
た
弁
才
船
が
大
坂
で
造
ら
れ
て
い
た

こ
と
は
、
実
積
石
数
の
増
大
法
の
一
つ
と
し
て
胴
の
間
の
拡
幅
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
を
物
語
っ
て
お
り
、
文
化
一
○
年
に
能
登
穴
水
で
三
得
丸
が
建
造
さ
れ
た
の
も
納

得
が
ゆ
こ
う
。

　
も
と
よ
り
、
表
題
の
「
千
五
百
石
積
」
が
実
積
石
数
で
あ
り
、
大
工
間
尺
石
数

一
三
四
三
石
を
上
回
る
。
手
津
屋
船
の
垣
立
は
特
に
高
く
は
な
い
か
ら
、
満
載
喫
水
線

は
通
常
の
腰
当
船
梁
の
鼻
の
下
面
と
み
て
よ
く
、
実
積
石
数
と
大
工
間
尺
石
数
の
差

一
五
七
石
が
胴
の
間
を
張
ら
せ
た
こ
と
に
よ
る
増
石
分
で
あ
る
。
実
積
石
数
は
大
工
間

尺
石
数
の
一
割
二
分
増
し
で
あ
る
の
で
、
船
大
工
は
肩
の
代
わ
り
に
総
肩
で
大
工
間
尺

石
数
を
算
出
し
て
、
実
積
石
数
の
お
お
よ
そ
の
見
当
を
つ
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
次
に
深
く
入
れ
た
船
足
に
よ
る
増
石
法
に
眼
を
転
じ
る
と
、
日
本
海
で
実
積
石
数

が
大
工
間
尺
石
数
を
上
回
る
弁
才
船
は
、
加
賀
宮
腰
の
銭
屋
五
兵
衛
が
文
政
一
一
年

（
一
八
二
八
）
に
能
登
所
口
で
建
造
し
た
弁
才
船
を
嚆
矢
と
す
る
。
実
積
石
数
は
二
三

○
石
、
大
工
間
尺
石
数
一
八
六
石
の
二
割
四
分
増
し
で
あ
る
。
淦
間
の
幅
は
一
丈
四
尺

二
寸
で
、
腰
当
幅
よ
り
も
わ
ず
か
四
寸
広
い
だ
け
だ
か
ら
、
実
積
石
数
と
大
工
間
尺
石

数
の
差
四
四
石
の
ほ
と
ん
ど
が
、
船
足
を
腰
当
船
梁
の
鼻
の
下
面
よ
り
も
沈
め
た
効
果

と
み
て
ま
ず
間
違
い
な
い
。
小
廻
船
に
ま
で
深
い
船
足
に
よ
る
増
石
法
が
採
用
さ
れ
た

こ
と
は
、
こ
の
増
石
法
の
普
及
振
り
を
直
裁
に
示
し
て
い
る
。

　
で
は
、こ
の
増
石
法
は
い
つ
頃
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
の
だ
ろ
う
か
。『
船
方
重
宝
記
』
は
、

船
主
に
必
要
な
造
船
・
材
木
・
運
賃
・
問
屋
口
銭
に
関
す
る
記
録
を
ま
と
め
た
神
戸
二

ツ
茶
屋
村
の
河
越
七
良
右
衛
門
の
覚
書
で
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
六
月
の
写
本
が

今
に
伝
わ
る
。
本
書
に
収
載
さ
れ
た
造
船
記
録
の
一
つ
で
あ
る
「
千
五
百
石
積
新
造
船

寸
法
大
略
」（
以
下
、「
寸
法
大
略
」
と
略
称
）
は
、
一
五
○
○
石
積
廻
船
の
寸
法
書
と

し
て
詳
細
さ
の
点
で
他
に
類
例
が
な
い
。
新
造
船
は
立
っ
た
中
棚
か
ら
明
ら
か
に
江
戸

通
い
で
あ
り
、
本
書
の
所
蔵
者
が
灘
の
酒
造
家
嘉
納
治
兵
衛
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ

ば
、
樽
廻
船
以
外
に
該
当
す
る
船
は
な
い
。
樽
廻
船
と
は
、
江
戸
十
組
問
屋
か
ら
酒
問

屋
が
脱
退
し
た
享
保
一
五
年
（
一
七
三
○
）
以
降
、
菱
垣
廻
船
に
代
わ
っ
て
上
方
の
酒

を
江
戸
に
運
ん
だ
樽
廻
船
問
屋
仕
立
の
酒
荷
専
用
船
の
こ
と
で
あ
る
。

　
本
書
の
冒
頭
に
は
新
造
樽
廻
船
の
主
要
寸
法
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
一
、
カ
ウ
ラ
居
　
九
尋
三
尺
よ
り
五
寸

　
　
一
、
下
深
サ
　
　
九
尺
六
寸

　
　
一
、
肩
　
　
　
　
五
尋
三
尺

下
深
さ
と
は
、
腰
当
船
梁
を
差
し
込
む
上
棚
の
梁
穴
の
下
辺
を
基
準
に
し
て
測
っ
た
深

さ
を
い
う
。『
廻
船
寸
法
割
方
控
』
の
冒
頭
に
「
抑

そ
も
そ
も

船
寸
法
之
儀
は
、
下
深
さ
よ
り
極き

わ
む

る
な
り
」
と
み
え
る
よ
う
に
、
下
深
さ
は
木
割
の
う
え
で
重
要
で
あ
る
が
、
当
時
、
深

さ
と
い
え
ば
、
梁
穴
の
上
辺
を
基
準
に
し
て
測
る
上
深
さ
で
あ
り
、
大
工
間
尺
積
石
数

の
深
さ
も
そ
う
で
あ
る
。
上
深
さ
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
大
工
間
尺
石
数
が
出
せ
な
い

の
で
、「
寸
法
大
略
」
を
当
た
っ
て
み
る
と
、
幸
い
「
腰
当
之
鼻
厚
サ
」
の
条
に
「
六

寸
よ
り
七
寸
迄
可
仕
立
」
と
あ
る
。
腰
当
の
鼻
の
厚
さ
、
つ
ま
り
上
棚
か
ら
突
き
出
た

腰
当
船
梁
の
木こ

口ぐ
ち

の
厚
さ
と
下
深
さ
の
和
が
上
深
さ
で
あ
る
か
ら
、
上
深
さ
は
一
丈
二

寸
か
ら
一
丈
三
寸
と
知
れ
る
。
そ
こ
で
大
工
間
尺
石
数
を
計
算
す
る
と
一
三
八
五
石
か

ら
一
三
九
九
石
と
な
り
、
表
題
の
「
千
五
百
石
積
」
に
一
〇
〇
石
ば
か
り
た
り
な
い
。

　
も
と
よ
り
、
大
工
間
尺
は
積
石
数
算
出
の
近
似
計
算
法
で
あ
る
か
ら
、
実
積
石
数
と
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一
割
弱
食
い
違
っ
た
と
こ
ろ
で
何
ら
異
と
す
る
に
は
及
ば
な
い
と
し
て
す
ま
せ
る
こ
と

も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、ど
う
や
ら
理
由
は
他
に
あ
り
そ
う
で
あ
る
。「
腰
当
之
鼻
厚
サ
」

の
条
に
寸
法
に
続
い
て
こ
う
み
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
中
鋲
ハ
真
中
よ
り
少
シ
上
ケ
テ
可
打
、
船
足
是
を
見
定
也

要
す
る
に
、
腰
当
船
梁
の
鼻
を
包
む
頭ず

き
ん
か
な
も
の

巾
金
物
の
真
中
よ
り
少
し
上
に
打
っ
た
中
鋲
で

船
足
を
見
定
め
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
普
通
、
弁
才
船
の
実
積
石
数
は
、
満
載
喫
水
線

が
腰
当
船
梁
の
鼻
の
下
面
の
時
の
積
石
数
で
、
大
工
間
尺
積
石
数
に
等
し
い
。
し
か
し
、

こ
の
樽
廻
船
の
場
合
、
満
載
喫
水
線
が
鼻
の
厚
さ
の
半
分
よ
り
少
し
上
に
あ
る
た
め
、

実
積
石
数
が
大
工
間
尺
積
石
数
よ
り
一
〇
〇
石
ば
か
り
大
き
い
の
で
あ
る
。
こ
の
船
の

船
梁
の
長
さ
を
調
べ
る
と
、
最
も
長
い
舳
淦
間
船
梁
で
も
腰
当
船
梁
よ
り
も
五
寸
長
い

だ
け
で
あ
る
か
ら
、
胴
の
間
は
張
っ
て
お
ら
ず
、
増
石
は
深
い
船
足
だ
け
に
よ
る
。

　
船
足
を
深
く
入
れ
る
と
、
当
然
、
乾
舷
が
減
り
、
耐
航
性
が
悪
く
な
る
。
乾
舷
を
増

す
に
は
、
高
さ
が
艫
の
垣
立
の
半
分
程
度
し
か
な
い
舳
の
垣
立
を
高
く
す
る
必
要
が
あ

る
。「
寸
法
大
略
」
を
ひ
も
と
く
と
、
こ
の
樽
廻
船
の
舳
一
番
立
の
長
さ
が
記
さ
れ
て

い
る
。
伝
馬
込
の
舳
側
に
立
ち
、
舳
の
垣
立
の
最
後
の
立
で
も
あ
る
舳
一
番
立
の
高
さ

が
舳
の
垣
立
の
高
さ
で
も
あ
る
の
で
、
舳
の
垣
立
の
高
さ
は
四
尺
五
寸
と
知
れ
る
。
安

政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
大
工
間
尺
積
石
数
一
七
一
五
石
の
樽
廻
船
と
比
べ
る
と
、
こ

の
樽
廻
船
の
舳
の
垣
立
の
ほ
う
が
一
尺
一
寸
高
く
、
確
か
に
乾
舷
は
十
分
に
確
保
さ
れ

て
い
る
。

　
船
足
を
深
く
入
れ
て
増
石
を
図
っ
た
の
は
、
北
前
船
と
樽
廻
船
に
限
ら
な
い
。
菱
垣

廻
船
も
同
じ
で
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
千
石
積
菱
垣
廻
船
二
拾
分
一

図
」
は
、
菱
垣
廻
船
の
図
面
と
し
て
有
名
で
あ
る
（
図
94
）。
江
戸
時
代
の
弁
才
船
の

図
面
は
側
面
図
を
基
本
と
し
、
平
面
図
を
描
か
な
い
代
り
に
側
面
図
に
腰
当
の
断
面
図

を
重
ね
て
描
き
、
根
棚
・
中
棚
・
上
棚
の
厚
さ
・
幅
・
開
き
を
示
す
の
が
通
例
で
あ
る
。

国
会
図
書
館
本
は
、
こ
う
し
た
伝
統
に
則
っ
た
側
面
図
に
加
え
て
き
わ
め
て
珍
し
い
平

面
図
と
真
艫
図
ま
で
そ
ろ
っ
て
い
る
。
平
面
図
は
、
船
体
中
心
線
を
側
面
図
の
航
の
上

面
の
線
に
一
致
さ
せ
、
側
面
図
に
重
ね
て
右
舷
の
み
を
朱
線
で
描
く
。
制
作
者
・
制
作

年
代
と
も
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
製
図
法
か
ら
船
大
工
の
手
に
な
る
こ
と
に
疑
問
の

余
地
な
く
、
船
体
各
部
の
様
式
的
な
特
徴
か
ら
文
化
期
（
一
八
○
四
～
一
八
一
七
）
の

制
作
と
推
定
さ
れ
る
。
図
面
に
は
船
体
各
部
の
名
称
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
明

ら
か
に
船
の
見
分
方
や
仕し

建た
て

方
、
船
道
具
に
精
通
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
わ
ゆ
る

説
明
図
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
一
八
世
紀
後
期
以
降
、
難
船
の
多
発
と
洩も

れ
づ
み積

の
深
刻
化

に
よ
り
衰
微
し
た
菱
垣
廻
船
の
復
興
と
問
屋
仲
間
の
流
通
の
独
占
を
図
っ
て
、
文
化
一

○
年
に
江
戸
十
組
問
屋
を
中
核
に
菱
垣
廻
船
積
問
屋
仲
間
が
結
成
さ
れ
た
の
を
機
に
作

成
さ
れ
た
可
能
性
も
な
く
は
な
い
。

　
実
船
に
換
算
し
た
主
要
寸
法
は
、
航
長
四
丈
四
尺
三
寸
、
肩
二
丈
四
尺
四
寸
、
深
さ

八
尺
で
あ
る
。
主
要
寸
法
を
掛
け
合
わ
せ
て
大
工
間
尺
積
石
数
を
算
出
す
る
と
八
六
五

石
と
な
り
、
意
外
な
こ
と
に
表
題
の
「
千
石
積
」
よ
り
小
さ
い
。
普
通
、
呼
称
積
石
数

が
実
積
石
数
で
あ
り
、
実
積
石
数
は
大
工
間
尺
石
数
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
平
面
図
を
み

る
と
、
胴
の
間
は
張
っ
て
い
な
い
か
ら
、
実
積
石
数
と
大
工
間
尺
石
数
の
不
一
致
の
原

因
は
他
に
あ
る
。
船
大
工
の
手
に
な
る
と
は
い
え
、
い
わ
ゆ
る
説
明
図
の
た
め
に
図
面

に
正
確
さ
が
欠
け
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
よ
う
。
し
か
し
、
造
船
史
の
研
究
者
は
不

一
致
の
整
合
的
な
別
の
解
釈
を
求
め
て
頭
を
悩
ま
せ
た
。
大
工
間
尺
石
数
が
実
積
石
数

よ
り
も
小
さ
い
の
は
、
一
般
の
廻
船
よ
り
垣
立
を
高
く
す
る
代
わ
り
に
船
体
の
深
さ
を

減
じ
た
菱
垣
廻
船
の
特
徴
と
説
く
研
究
者
も
い
れ
ば
、
九
○
○
石
積
廻
船
と
し
て
の
主

要
寸
法
が
『
荷
方
船
造
り
法
』
の
よ
う
な
木
割
書
と
矛
盾
し
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
表
題

を
不
正
確
と
す
る
研
究
者
も
い
た
。

　
当
時
、
北
前
船
以
外
に
実
積
石
数
が
大
工
間
尺
石
数
を
上
回
る
廻
船
が
存
在
し
よ
う

と
は
誰
も
夢
想
だ
に
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
寛
政
七
年
に
、
し
か
も
樽
廻
船
が
船

足
を
腰
当
船
梁
の
下
面
よ
り
も
深
く
入
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
国
会
図
書
館
本
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の
菱
垣
廻
船
の
実
積
石
数
と
大
工
間
尺
石
数
の
不
一
致
に
頭
を
悩
ま
す
必
要
は
な
か
っ

た
。『
造
船
心
得
集
』
に
「
米
二
十
四
石
艀
下
候
得
ハ
、
船
足
壱
寸
浮
、
千
石
積
内
外

之
船
大
概
此
の
如
し
」
と
み
え
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
腰
当
船
梁
の
鼻
の
下
面
か
ら

五
寸
く
ら
い
上
、
換
言
す
れ
ば
台
の
下
面
近
く
ま
で
船
足
を
沈
め
て
い
た
に
相
違
な
く
、

実
積
石
数
が
大
工
間
尺
石
数
を
上
回
る
の
も
納
得
が
ゆ
こ
う
。
舳
の
垣
立
の
高
さ
は
四

尺
四
寸
と
寛
政
七
年
の
樽
廻
船
並
み
で
、
同
時
期
の
菱
垣
廻
船
よ
り
一
尺
程
度
高
く
、

耐
航
性
は
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
。
明
ら
か
に
国
会
図
書
館
本
の
菱
垣
廻
船
は
寛
政

七
年
の
樽
廻
船
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

　
文
化
四
年
（
一
八
○
七
）
二
月
に
菱
垣
廻
船
の
不
足
に
悩
む
江
戸
十
組
問
屋
に
大
伝

馬
町
組
と
白
子
組
の
両
組
木
綿
問
屋
が
一
二
○
○
石
積
の
白
子
廻
船
四
艘
を
貸
し
た

際
、
十
組
総
代
が
船
主
に
渡
し
た
書
付
に
は
船
足
が
こ
う
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
一
、
積
船
足
腰
当
三
寸
限
り
定
法
之
事

こ
の
規
定
に
は
、
な
ぜ
か
腰
当
船
梁
の
鼻
の
ど
こ
が
船
足
の
基
準
か
が
明
記
さ
れ
て
い

な
い
。
船
足
の
基
準
が
慣
行
通
り
鼻
の
下
面
な
ら
、
船
足
が
鼻
の
上
面
近
く
に
あ
る
国

会
図
書
館
本
の
菱
垣
廻
船
の
実
積
石
数
は
二
割
以
上
も
減
る
こ
と
に
な
る
。
船
足
が
船

に
よ
っ
て
変
わ
る
以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
船
に
応
じ
て
三
寸
の
船
足
制
限
を
課
す
た
め
に

基
準
を
明
記
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
船
足
規
定
の
条
文
か
ら
す
れ
ば
、
一
九
世
紀
前
期
に
は
実
積
石
数
が
大
工
間
尺

石
数
を
上
回
る
船
が
あ
る
程
度
の
普
及
を
み
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
中
期
の
普
及
振

り
を
う
か
が
わ
せ
る
に
た
る
史
料
が
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）

の
幕
府
の
御
城
米
御
備
船
に
関
す
る
『
御
城
米
御
備
船
大
坂
市
中
樽
廻
船
・
同
菱
垣
廻

船
道
具
帖
』（
以
下
、『
道
具
帳
』
と
略
称
）
と
弘
化
四
年
の
九く

た
な
か
い
せ
ん

店
廻
船
に
関
わ
る
『
船

名
前
書
帳
』
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
御
城
米
御
備
船
と
は
幕
府
の
年
貢
米
廻
漕
船
に
指
定
さ
れ
た
廻
船
の
こ
と
で
、『
道

具
帳
』
は
六
○
○
石
積
か
ら
一
九
○
○
石
積
ま
で
一
五
一
艘
の
船
名
・
積
石
数
・
船

齢
・
船
主
名
・
船
頭
名
・
乗
組
人
数
を
書
き
上
げ
て
い
る
。
一
方
、
九
店
廻
船
と
は
九

店
の
支
配
下
に
あ
る
廻
船
を
い
う
。
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
の
株
仲
間
解
散
令
に

よ
っ
て
菱
垣
廻
船
積
仲
間
の
商
品
流
通
の
独
占
体
制
が
崩
れ
、
以
後
、
荷
物
は
荷
主
・

船
主
の
相
対
次
第
で
菱
垣
廻
船
・
樽
廻
船
の
い
ず
れ
に
積
む
こ
と
も
可
能
に
な
っ
た

が
、
江
戸
十
組
問
屋
の
注
文
を
受
け
て
荷
物
を
集
荷
し
た
大
坂
二
十
四
組
問
屋
の
よ
う

な
荷
主
仲
間
の
組
織
が
な
く
、
海
難
処
理
が
円
滑
に
進
ま
な
か
っ
た
た
め
、
弘
化
三
年

（
一
八
四
六
）
に
旧
二
十
四
組
問
屋
の
な
か
の
九
店
（
綿
・
油
・
紙
・
木
綿
・
薬
種
・
砂
糖
・

鉄
・
蝋
・
鰹
節
）
が
連
合
し
、
江
戸
で
も
大
坂
に
呼
応
し
て
旧
十
組
問
屋
の
な
か
か
ら

江
戸
九
店
が
結
成
さ
れ
た
。『
船
名
前
書
帳
』
に
は
弘
化
四
年
一
月
か
ら
五
月
ま
で
に

仕
建
て
ら
れ
た
一
○
○
○
石
積
か
ら
一
八
○
○
石
積
ま
で
延
べ
一
○
六
艘
の
船
名
・
積

石
数
・
船
齢
・
船
主
名
・
船
頭
名
・
乗
組
人
数
・
仕
建
問
屋
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
二
建
以
上
は
二
七
艘
（
二
建
一
七
艘
、
三
建
八
艘
、
四
建
二
艘
）
を
数
え
る
の
で
、

九
店
廻
船
の
実
数
は
六
七
艘
で
あ
る
。

　
御
城
米
御
備
船
に
指
定
さ
れ
た
の
は
樽
廻
船
と
菱
垣
廻
船
で
あ
り
、
九
店
廻
船
に
は
、

菱
垣
廻
船
ば
か
り
で
な
く
、
酒
荷
を
積
ま
な
い
と
い
う
条
件
で
樽
廻
船
も
加
わ
っ
た
。

そ
こ
で
『
道
具
帳
』
と
『
船
名
前
書
帳
』
の
船
名
・
船
主
名
・
船
頭
名
か
ら
同
一
と
み

な
せ
る
船
を
拾
い
出
す
と
、
二
二
艘
が
該
当
し
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
積
石
数
に
つ
い
て

は
、
不
明
の
一
艘
を
除
く
と
、『
道
具
帳
』
と
『
船
名
前
書
帳
』
が
一
致
す
る
の
は
七

艘
に
す
ぎ
ず
、
残
る
一
四
艘
は
『
船
名
前
書
帳
』
の
ほ
う
が
『
道
具
帳
』
よ
り
も
大
き

い
。
一
、二
艘
な
ら
と
も
か
く
、
一
四
艘
も
違
う
か
ら
に
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、『
道
具
帳
』
と
『
船
名
前
書
帳
』
で
は
同
じ
積
石
数
で

も
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
異
な
り
、
腰
当
船
梁
の
鼻
の
下
面
を
基
準
に
し
て
船
足
制
限
を

行
う
幕
府
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
大
工
間
尺
積
石
数
、
よ
り
正
確
に
い
え
ば
鼻
の
下
面

を
船
足
と
し
た
と
き
の
積
石
数
で
あ
り
、
一
方
、
九
店
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
実
積
石

数
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、『
道
具
帳
』
の
積
石
数
が
『
船
名
前
書
帳
』
を
上
回
る
こ
と
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が
な
い
の
も
納
得
が
ゆ
こ
う
。『
道
具
帳
』
と
『
船
名
前
書
帳
』
の
積
石
数
の
違
い
は
、

遅
く
も
弘
化
初
年
に
は
実
積
石
数
が
大
工
間
尺
石
数
を
上
回
る
船
が
主
流
の
位
置
を
占

め
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
弘
化
四
年
一
月
の
九
店
の
荷
物
積
合
規
定
に
よ
れ
ば
、
廻
船
に
は
定
石
つ
ま
り
廻
船

問
屋
が
船
に
応
じ
て
定
め
た
積
石
数
を
限
度
と
し
て
荷
物
が
積
ま
れ
て
い
た
。『
船
名

前
書
帳
』
の
積
石
数
は
こ
の
規
定
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、『
道
具
帳
』
と
の
差
を
と

る
と
、
三
○
○
石
が
二
艘
、
二
○
○
石
が
二
艘
、
一
五
○
石
が
四
艘
、
一
○
○
石
が
六

艘
で
あ
る
。
も
し
、
拡
幅
し
た
胴
の
間
に
よ
る
増
石
で
あ
れ
ば
、
船
足
は
腰
当
船
梁
の

鼻
の
下
面
に
あ
り
、
二
つ
の
積
石
数
を
使
い
分
け
る
必
要
は
な
い
。
増
石
は
深
く
入
れ

た
船
足
の
効
果
を
お
い
て
他
に
な
く
、
大
工
間
尺
石
数
の
二
○
○
石
増
し
の
船
な
ら
船

足
は
腰
当
船
梁
の
鼻
の
上
面
付
近
に
あ
り
、
三
○
○
石
増
し
の
船
な
ら
腰
当
船
梁
は
完

全
に
水
没
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

　
弘
化
四
年
一
一
月
に
荷
物
積
合
規
定
は
改
定
さ
れ
、
定
石
か
ら
あ
る
石
数
（
一
五
○

○
石
積
で
二
○
○
石
）
を
減
じ
た
積
石
数
を
上
限
と
す
る
仕
法
に
改
め
ら
れ
、
手
板
つ

ま
り
送
状
に
は
木
綿
・
油
・
釘
鉄
な
ど
積
荷
の
品
目
別
に
石
数
を
記
載
し
、
押
印
の
う

え
船
足
何
寸
と
記
す
こ
と
に
決
め
ら
れ
た
。
九
店
は
廻
船
問
屋
に
四
○
貫
を
一
石
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
積
荷
の
重
量
を
石
数
に
換
算
さ
せ
て
、
定
石
か
ら
減
石
し
た
積
石
数
の

上
限
を
越
え
な
い
よ
う
に
積
ま
せ
た
う
え
で
船
足
を
確
認
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
九
店
が

船
足
規
制
を
行
う
代
わ
り
に
積
載
し
う
る
積
石
数
の
上
限
を
定
め
た
こ
と
は
、
腰
当
船

梁
の
鼻
が
も
は
や
船
足
の
基
準
と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
写
真
に
撮
ら
れ
な
い
限
り
、
実
際
の
船
足
は
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
が
、
例
外
と
し

て
は
前
述
の
寛
政
七
年
の
樽
廻
船
の
他
に
弘
化
元
年
九
月
に
銭
屋
五
兵
衛
が
加
賀
宮
腰

で
建
造
し
た
加
賀
藩
の
御
手
船
常
豊
丸
が
あ
る
。
銭
五
の
手
記
に
よ
れ
ば
、
常
豊
丸
の

推
定
実
積
石
数
は
大
工
間
尺
石
数
一
○
九
九
石
の
「
壱
割
四
歩
掛
」
つ
ま
り
四
割
増
し

の
一
五
四
○
石
で
あ
る
。
翌
年
四
月
に
完
成
し
た
常
豊
丸
に
米
一
五
○
○
石
を
積
み
込

ん
だ
結
果
を
銭
五
は
手
記
に
こ
う
記
す
。「
足
ハ
橋
船
込
ニ
て
台
弐
寸
斗
、
船
腹
ハ
荷

所
沢
山
ニ
て
、
今
百
石
も
増
積
ニ
相
成
候
程
ニ
御
座
候
」。
問
題
は
「
足
ハ
橋
船
込
ニ

て
台
弐
寸
斗
」
を
ど
う
解
釈
す
る
か
で
あ
る
。
石
井
謙
治
氏
は
、
伝
馬
込
の
台
の
下
面

か
ら
海
面
ま
で
二
寸
と
説
く
。
し
か
し
、
常
豊
丸
の
淦
間
の
幅
は
肩
よ
り
一
尺
三
寸
広

い
二
丈
八
尺
三
寸
で
、
肩
の
五
分
増
し
に
す
ぎ
な
い
。
ほ
ぼ
同
じ
肩
な
が
ら
、
肩
よ
り

五
尺
広
く
、
肩
の
一
割
八
分
増
し
の
文
化
七
年
の
手
津
屋
船
に
比
べ
て
、
常
豊
丸
の
胴

の
間
は
さ
ほ
ど
張
っ
て
お
ら
ず
、
増
石
の
ほ
ど
は
知
れ
て
い
る
か
ら
、
石
井
氏
の
船
足

で
は
四
○
○
石
の
増
石
は
無
理
で
、
台
の
上
面
か
ら
海
面
ま
で
二
寸
と
解
す
べ
き
だ
ろ

う
。
銭
五
は
あ
と
一
○
○
石
の
増
石
に
言
及
し
て
い
る
の
で
、
満
載
喫
水
線
が
台
の
上

面
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
常
豊
丸
が
ほ
ぼ
推
定
通
り
積
め
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
天
保
一
三
年
建
造
の
宝
銭
丸
の
推
定
実
積
石
数
が
大
工
間
尺
石
数
の
「
壱
三
掛
」

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
船
大
工
が
船
ご
と
に
胴
の
間
の
張
り
と
船
足
を
勘
案
し
て
、
大
工

間
尺
石
数
に
掛
け
る
係
数
を
決
め
、
実
積
石
数
を
推
定
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る
に
た
る
し
、
こ
の
よ
う
な
お
お
ざ
っ
ぱ
な
実
積
石
数
の
推
定
で
も
十
分
に
実
用
に
耐

え
た
こ
と
を
常
豊
丸
は
証
明
し
て
み
せ
て
い
る
。

　
話
が
少
々
横
道
に
そ
れ
た
が
、
深
く
入
れ
た
船
足
と
拡
幅
し
た
胴
の
間
に
よ
る
増
石

法
が
す
で
に
北
前
船
以
外
の
船
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
以
上
、
こ
う
し
た

増
石
法
を
後
期
北
前
船
の
特
徴
と
見
な
せ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
後
期
北
前
船

の
増
石
法
の
原
因
を
松
前
藩
の
課
し
た
過
酷
な
出
入
港
税
に
帰
し
た
石
井
謙
治
氏
は
、

明
治
時
代
に
入
っ
て
松
前
藩
の
酷
税
が
な
く
な
っ
て
も
、
後
期
北
前
型
が
廃
れ
る
ど
こ

ろ
か
ま
す
ま
す
盛
行
し
た
こ
と
に
納
得
が
ゆ
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
北
前
船
の
増
石

法
は
松
前
藩
の
出
入
港
税
と
関
係
が
な
い
。
従
来
、
積
石
数
を
増
大
す
る
に
は
主
要
寸

法
を
大
き
く
す
る
こ
と
で
対
処
し
て
き
た
が
、
遅
く
も
一
八
世
紀
末
以
降
、
主
要
寸
法

を
大
き
く
せ
ず
に
船
の
積
載
量
を
増
大
さ
せ
る
方
法
が
流
行
し
、
北
前
船
も
そ
の
流
行

と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。




